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大
妻
女
子
大
学
紀
要
―
文
系
―
第
五
十
二
号
、
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
三
月

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
二
八
）

「
少
國
民
新
聞
」（
東
京
）
に
お
け
る
読
者
投
稿
作
品
の
位
相
と
展
開
（
一
六
）

熊
木

哲

�キー
ワ
ー
ド

�戦
時
下
、
児
童
文
化
、
少
國
民
新
聞
、
詩
、
昭
和
十
八
年

本
稿
で
は
、「
少
國
民
新
聞
」（
東
京
）
に
掲
載
さ
れ
た
、
昭
和
十
八
年
の
「
詩
」

を
四
半
期
毎
に
検
討
す
る
。

引
用
に
際
し
て
は
、
原
則
と
し
て
、
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
、
改
行
も
、
適

宜
、
改
め
た
。

前
稿
同
様
、
作
者
に
つ
い
て
は
、
国
民
学
校
の
在
籍
校
名
・
在
学
年
・
性
別
を

記
す
に
と
ど
め
た
。
在
学
年
次
の
う
ち
「
高
一
」
「
高
二
」
は
高
等
科
一
年
、
二

年
を
示
す
。

な
お
、
前
稿
「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
二
七
）（「
大

妻
女
子
大
学
紀
要
―
文
系
―
第
五
十
一
号
、
平
成
三
十
一
年
〔
二
○
一
九
〕
三
月
）

で
は
、
副
題
に
「「
少
國
民
新
聞
」（
東
日
版
）
に
お
け
る
読
者
投
稿
作
品
の
位
相

と
展
開
」
と
記
し
た
が
、
昭
和
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
、
東
京
日
日
新
聞
社
は
毎

日
新
聞
社
に
社
名
変
更
と
な
り
、「
少
國
民
新
聞
」（
東
日
版
）
も
「
少
國
民
新
聞
」

（
東
京
）
と
な
っ
た
こ
と
を
記
し
て
お
く
。

ま
た
、
こ
の
年
、
七
月
一
日
か
ら
、
東
京
府
と
東
京
市
を
統
合
し
て
、
東
京
都

と
な
っ
た
が
、
こ
の
年
の
作
品
掲
載
の
概
括
に
際
し
て
は
東
京
都
と
し
、
作
品
検

討
に
際
し
て
は
、
六
月
三
十
日
ま
で
は
「
東
京
府
」「
東
京
市
」、
七
月
一
日
以
後

は
「
東
京
都
」
と
、
掲
載
時
の
表
記
に
依
っ
た
。

一
昭
和
十
八
年
の
「
詩
」
作
品
の
展
開

昭
和
十
八
年
の
検
討
対
象
は
、
一
月
一
日
（
金
・
第
一
九
五
二
号
）
か
ら
十
二

月
三
十
日
（
木
・
第
二
二
六
二
号
）
ま
で
の
、
毎
週
月
曜
日
の
休
刊
日
を
除
い
た

三
一
三
日
分
で
あ
る
が
、
毎
週
以
外
の
休
刊
日
が
二
日
（
一
月
三
日
と
四
日
）
。

ま
た
、
国
会
図
書
館
蔵
「
少
國
民
新
聞
」
は
、
一
月
二
日
（
土
・
第
一
九
五
三
号
）、

九
月
十
六
日
（
土
・
第
二
一
七
四
号
）
、
十
一
月
二
十
四
日
（
水
・
第
二
二
三
一

号
）
、
十
二
月
十
九
日
（
日
・
第
二
二
五
三
号
）
の
四
日
分
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
が
「
欠
」
で
あ
り
、
検
討
対
象
は
三
○
九
日
分
。

昭
和
十
八
年
、「
詩
」
の
掲
載
数
は
二
三
〇
作
品
。

内
訳
は
、
第
一
四
半
期
が
六
三
作
品
。

第
二
四
半
期
が
七
四
作
品
。

第
三
四
半
期
が
四
三
作
品
。

第
四
四
半
期
が
五
〇
作
品
。

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
二
八
）
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昭
和
十
八
年
に
掲
載
さ
れ
た
「
詩
」
二
三
〇
作
品
の
う
ち
、
作
品
内
容
に
「
戦

時
下
」
色
の
見
え
る
の
は
六
五
作
品
（
約
二
八
・
三
％
）。

内
訳
は
、
第
一
四
半
期
で
は
六
三
作
品
中
一
六
（
約
二
五
・
四
％
）。

第
二
四
半
期
で
は
七
四
作
品
中
一
二
（
約
一
六
・
二
％
）。

第
三
四
半
期
で
は
四
三
作
品
中
一
二
（
約
二
七
・
九
％
）。

第
四
四
半
期
で
は
五
〇
作
品
中
二
五
（
五
〇
・
〇
％
）。

因
み
に
、
「
少
國
民
新
聞
」
の
前
身
で
あ
る
「
東
日
小
学
生
新
聞
」
の
発
行
さ

れ
た
昭
和
十
二
年
か
ら
十
八
年
に
お
け
る
「
詩
」
作
品
の
内
容
に
「
戦
時
下
」
色

を
内
容
と
す
る
作
品
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

昭
和
十
二
年
は
、
二
六
二
作
品
中
一
〇
（
約
三
・
八
％
）。

昭
和
十
三
年
は
、
三
六
三
作
品
中
三
一
（
約
八
・
五
％
）。

昭
和
十
四
年
は
、
三
四
一
作
品
中
三
七
（
約
一
〇
・
九
％
）。

昭
和
十
五
年
は
、
三
四
八
作
品
中
三
九
（
約
一
一
・
二
％
）。

昭
和
十
六
年
は
、
三
四
八
作
品
中
三
一
（
約
八
・
九
％
）。

昭
和
十
七
年
は
、
二
九
六
作
品
中
五
五
（
約
一
八
・
六
％
）。

唱
和
十
八
年
は
、
二
三
〇
作
品
中
六
五
（
約
二
八
・
三
％
）。

十
八
年
の
「
詩
」
は
、
掲
載
数
が
前
年
十
七
年
よ
り
六
六
作
品
減
少
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、「
戦
時
下
」
を
内
容
と
す
る
作
品
の
掲
載
数
は
一
〇
作
品
増
加
し
、

掲
載
率
も
ほ
ぼ
一
〇
％
の
上
昇
と
な
っ
た
。
ま
た
、
掲
載
数
も
、
十
二
年
以
降
最

少
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
時
下
を
内
容
と
す
る
作
品
の
掲
載
率
は
十
二
年

以
後
、
最
大
と
な
っ
た
。

な
お
、
十
八
年
一
年
間
に
、
複
数
の
「
詩
」
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
国
民
学
校
は
、

最
多
の
三
五
作
品
が
一
校
（
東
京
都
荒
川
区
第
二
峡
田
校
・
五
年
生
一
八
作
品
・

六
年
生
一
七
作
品
）
、
三
〇
作
品
が
一
校
（
山
梨
県
穂
積
校
・
五
年
生
八
作
品
・

六
年
生
二
二
作
品
）
、
一
九
作
品
が
一
校
（
秋
田
県
西
馬
音
内
校
・
五
年
生
一
六

作
品
・
高
一
生
三
作
品
）
、
一
三
作
品
が
一
校
（
山
形
県
山
寺
校
・
三
年
生
一
〇

作
品
・
四
年
生
三
作
品
）
、
八
作
品
が
一
校
（

�城
県
若
松
東
校
・
一
年
生
一
作

品
・
六
年
生
五
作
品
・
高
二
生
二
作
品
）
、
七
作
品
が
三
校
（
秋
田
県
山
田
校
・

六
年
生
七
作
品
、
岩
手
県
大

�校
・
六
年
生
七
作
品
、
千
葉
県
船
橋
市
法
田
校
・

五
年
生
三
作
品
・
六
年
生
四
作
品
）
、
六
作
品
が
二
校
（
秋
田
県
能
代
市
向
能
代

校
・
高
二
生
六
作
品
、
山
形
県
豊
田
校
・
三
年
生
六
作
品
）
、
五
作
品
が
三
校

（
秋
田
県
草
木
校
・
二
年
生
三
作
品
・
三
年
生
二
作
品
、

�城
県
日
立
市
駒
王
校
・

三
年
生
四
作
品
・
四
年
生
一
作
品
、
静
岡
県
稲
取
校
・
四
年
生
三
作
品
・
五
年
生

二
作
品
）、
四
作
品
が
一
校
（
福
島
県
永
田
校
・
六
年
生
四
作
品
）、
他
に
、
三
作

品
が
四
校
、
二
作
品
が
九
校
あ
っ
た
。

ま
た
、
複
数
の
「
詩
」
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
児
童
は
、
最
多
の
四
作
品
が
一
名

（
東
京
都
荒
川
区
第
二
峡
田
校
六
年
女
子
）、
三
作
品
が
六
名
（
秋
田
県
西
馬
音
内

校
五
年
女
子
、
秋
田
県
山
田
校
六
年
女
子
、
岩
手
県
大

�校
六
年
男
子
、
東
京
都

荒
川
区
第
二
峡
田
校
五
六
年
男
子
、
山
梨
県
穂
積
校
五
六
年
女
子
二
名
）
、
二
作

品
が
一
七
名
で
あ
っ
た
。
五
六
年
は
、
第
一
四
半
期
に
五
年
生
、
第
二
四
半
期
以

後
六
年
生
を
指
す
。

以
下
、
四
半
期
毎
に
検
討
す
る
が
、
都
合
上
、
内
容
に
「
戦
時
下
」
色
の
見
え

る
作
品
に
第
一
四
半
期
か
ら
第
四
四
半
期
ま
で
整
理
番
号
を
付
し
、
内
容
的
に
類

縁
の
も
の
を
併
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

二
昭
和
十
八
年
第
一
四
半
期
に
お
け
る
「
詩
」

第
一
四
半
期
（
一
月
～
三
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
詩
」
は
六
三
作
品
。
こ
の
内
、

作
品
内
容
に
「
戦
時
下
」
色
の
見
え
る
の
は
、
次
の
一
六
作
品
で
あ
り
、
掲
載
作

品
に
占
め
る
掲
載
率
は
（
約
二
五
・
四
％
）
と
な
る
。

１
「
日
本
の
力
」

（
神
奈
川
県
横
浜
市
間
門
校
六
年
男
子
、
一
月
六
日
・
水
、
第
一
九
五
五
号
）

２
「
落
下
傘
」
（
千
葉
県
竹
岡
校
六
年
男
子
、
一
月
十
五
日
・
金
、
第
一
九
六
三
号
）

３
「
ま
き
は
こ
び
」

（
秋
田
県
西
馬
音
内
校
五
年
女
子
、
同
右
）

４
「
ま
き
運
び
」

（
秋
田
県
西
馬
音
内
校
五
年
女
子
、
一
月
二
十
日
・
水
、
第
一
九
六
七
号
）

５
「
雪
か
き
」

（
秋
田
県
二
ツ
井
校
高
二
女
子
、
同
右
）

６
「
先
生
の
手
」
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（
秋
田
県
能
代
市
向
能
代
校
高
二
女
子
、
一
月
二
十
七
日
・
水
、
第
一
九
七
三
号
）

７
「
木
剣
体
操
」

（
秋
田
県
西
馬
音
内
校
五
年
女
子
、
二
月
十
一
日
・
木
、
第
一
九
八
六
号
）

８
「
一
本
の
釘
」

（
東
京
市
荒
川
区
第
二
峡
田
校
五
年
男
子
、
同
右
）

９
「
満
洲
の
夜
」

（
秋
田
県
能
代
市
向
能
代
校
高
二
女
子
、
二
月
十
三
日
・
土
、
第
一
九
八
八
号
）

10

「
ご
は
ん
時
」

（
山
梨
県
穂
積
校
五
年
女
子
、
二
月
二
十
一
日
・
日
、
第
一
九
九
五
号
）

11

「
東
條
さ
ん
」

（
東
京
市
荒
川
区
第
二
峡
田
校
五
年
男
子
、
二
月
二
十
八
日
・
日
、
第
二
〇
〇
一
号
）

12

「
梅
ぼ
し
」

（
山
梨
県
穂
積
校
五
年
女
子
、
三
月
十
四
日
・
日
、
第
二
〇
一
三
号
）

13

「
薪
は
こ
び
」

（
秋
田
県
西
馬
音
内
校
五
年
女
子
、
三
月
十
七
日
・
水
、
第
二
〇
一
五
号
）

14

「
日
章
旗
」

（
東
京
市
荒
川
区
第
二
峡
田
校
五
年
男
子
、
三
月
二
十
一
日
・
日
、
第
二
〇
一
九
号
）

15

「
東
郷
さ
ん
」

（
群
馬
県
伊
勢
崎
市
北
校
四
年
男
子
、
三
月
二
十
八
日
・
日
、
第
二
〇
二
五
号
）

16

「
雨
降
り
」

（
東
京
市
荒
川
区
第
二
峡
田
校
五
年
女
子
、
三
月
三
十
一
日
・
水
、
第
二
〇
二
七
号
）

１
「
日
本
の
力
」
（
神
奈
川
県
横
浜
市
間
門
校
六
年
男
子
、
一
月
六
日
）。

日
本
の
夢

そ
れ
は
大
き
な
夢
だ
。

世
界
を
一
つ
の
宇
と
す
る

神
武
天
皇
以
来
三
千
年

日
本
は
そ
の
夢
の
実
現
に

邁
進
す
る
の
だ
。

以
上
は
、
四
連
四
十
行
の
作
品
の
第
一
連
。
「
世
界
を
一
つ
の
宇
と
す
る
」
と

は
、「
八
紘
一
宇
」
の
こ
と
で
あ
り
、「
僕
」
が
「
ゑ
が
く
」
夢
だ
と
い
う
内
容
。

「
日
本
は
そ
の
為
に
米
英
と
戦
ふ
」
の
で
あ
り
、
大
空
に
へ
ん
ぽ
ん
と
翻
る
「
日

の
丸
」
を
、「
黄
色
い
顔
が
、
黒
い
顔
が
、
白
い
顔
」
が
、「
感
激
に
ふ
る
へ
な
が

ら
拝
ん
で
ゐ
る
」
の
が
、
僕
の
夢
だ
。

２
「
落
下
傘
」
（
千
葉
県
竹
岡
校
六
年
男
子
、
一
月
十
五
日
）

大
空
に
う
い
た
、
落
下
傘
。

風
に
ゆ
ら
れ
て
、
ふ
わ
り
ふ
わ
り
と
、

山
の
向
か
ふ
へ
飛
ん
で
行
つ
た
。

あ
と
は
、
た
だ
、
青
空
ば
か
り
。

作
品
の
全
文
。「
落
下
傘
」
の
着
地
予
定
は
山
向
う
。「
落
下
傘
」
が
見
え
な
く

な
っ
た
空
は
「
青
空
ば
か
り
」
。
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
な
「
青
空
」
だ
。

降
下
訓
練
で
あ
ろ
う
が
、
一
見
、
長
閑
だ
。

３
「
ま
き
は
こ
び
」
（
秋
田
県
西
馬
音
内
校
五
年
女
子
、
一
月
十
五
日
）

４
「
ま
き
運
び
」
（
秋
田
県
西
馬
音
内
校
五
年
女
子
、
一
月
二
十
日
）

13「
薪
は
こ
び
」
（
秋
田
県
西
馬
音
内
校
五
年
女
子
、
三
月
十
七
日
）

三
作
品
と
も
が
、
秋
田
県
西
馬
音
内
校
五
年
生
の
女
子
児
童
の
作
品
で
、
同
校

で
の
児
童
に
よ
る
勤
労
奉
仕
が
内
容
。

３
「
ま
き
は
こ
び
」
で
は
、
「
先
生
が
シ
ャ
ツ
一
枚
で
、
が
ん
ば
つ
て
る
」
。

「
先
生
」
が
先
頭
に
立
っ
て
の
作
業
風
景
。

４
「
ま
き
運
び
」
で
は
、「
み
ん
な
で
学
校
の
ま
き
運
び
」
だ
が
、「
中
に
一
人

が
橋
の
上
か
ら
水
見
て
た
」
。
作
者
の
視
線
は
、
働
く
仲
間
に
、
休
ん
で
い
る
仲

間
に
む
け
ら
れ
る
。「
ま
き
運
び
」
も
楽
で
は
な
い
よ
う
だ
。

13「
薪
は
こ
び
」
は
三
月
の
掲
載
で
あ
り
、
前
二
作
品
と
同
じ
日
の
作
業
で
あ

る
か
は
不
明
。「
み
ん
な
で
ま
き
運
び
だ
」
が
、
リ
ヤ
カ
ー
に
積
ん
だ
り
、「
な
は

で
し
よ
つ
て
行
く
」
学
友
も
あ
り
、「
さ
ま
ざ
ま
だ
」
と
、
そ
の
風
景
を
写
し
た
。

児
童
が
力
仕
事
の
担
い
手
と
い
う
こ
と
だ
。

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
二
八
）
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５
「
雪
か
き
」
（
秋
田
県
二
ツ
井
校
高
二
女
子
、
一
月
二
十
日
）

６
「
先
生
の
手
」
（
秋
田
県
能
代
市
向
能
代
校
高
二
女
子
、
一
月
二
十
七
日
）

７
「
木
剣
体
操
」
（
秋
田
県
西
馬
音
内
校
五
年
女
子
、
二
月
十
一
日
）

９
「
満
洲
の
夜
」
（
秋
田
県
能
代
市
向
能
代
校
高
二
女
子
、
二
月
十
三
日
）

何
れ
も
秋
田
の
冬
。

５
「
雪
か
き
」
は
、
朝
五
時
に
起
き
、「
分
団
員
を
呼
び
歩
く
」。
地
域
の
児
童

分
団
で
、
早
朝
の
「
雪
か
き
」
の
日
だ
。
「
目
的
地
へ
走
つ
た
」
が
「
誰
一
人
居

ら
ず
、
つ
も
つ
た
雪
の
上
を
風
が
ふ
く
ば
か
り
。
」
一
人
で
雪
を
か
く
手
に
冷
た

い
風
が
吹
き
つ
け
る
。

６
「
先
生
の
手
」
は
、
朝
礼
で
あ
ろ
う
か
。「
気
を
つ
け
」
の
号
令
で
、「
先
生

の
お
手
を
見
る
。
今
日
も
赤
い
。
ど
ん
な
に
寒
く
て
も
、
ぴ
ん
と
の
ば
し
た
先
生

の
お
手
」。
作
者
は
、「
冷
た
く
は
な
い
の
だ
ら
う
か
」
と
、
先
生
を
気
遣
う
が
、

こ
の
整
列
の
中
に
作
者
も
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

７
「
木
剣
体
操
」

女
も
男
も
う
は
ぎ
を
ぬ
い
で
、

声
た
か
ら
か
に
木
剣
体
操
、

み
ん
な
の
顔
が
赤
く
な
つ
て
る
。

米
英
を
勝
抜
く
と
が
ん
ば
つ
て
る
。

作
品
の
全
文
。
耐
寒
訓
練
で
あ
ろ
う
か
、
「
木
剣
」
を
持
っ
て
の
体
操
を
、
女

子
児
童
も
男
子
児
童
も
薄
着
に
な
っ
て
、
大
き
な
掛
け
声
を
上
げ
な
が
ら
励
ん
で

い
る
様
子
だ
。
「
少
國
民
新
聞
」
は
、
同
年
一
月
二
十
一
日
（
木
・
第
一
九
六
八

号
）
第
一
面
に
、
「
け
ふ
か
ら
耐
寒
訓
練
だ

み
ん
な
元
気
で
う
す
着
の
早
起
き

体
操
」
の
記
事
を
掲
載
。
大
政
翼
賛
会
が
、「
今
二
十
一
日
の
大
寒
の
入
り
か
ら
、

二
月
四
日
の
寒
明
け
ま
で
」
の
期
間
に
耐
寒
訓
練
の
実
行
を
決
定
し
、
「
全
国
民

一
人
残
ら
ず
鍛
錬
を
し
て
、
御
奉
公
し
よ
う
と
い
う
の
で
す
か
ら
、
皆
さ
ん
も
一

し
よ
に
な
つ
て
や
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
」
と
し
、
そ
の
実
行
方
法
も
伝
え
た
。

国
民
学
校
で
の
実
施
方
法
の
記
事
は
見
ら
れ
な
い
が
、
「
木
剣
体
操
」
は
秋
田
県

西
馬
音
内
校
で
の
取
り
組
み
で
あ
っ
た
か
。

９
「
満
洲
の
夜
」

「
寒
い
。」
と
思
ひ
な
が
ら
モ
ン
ペ
の
中
へ
手
を
入
れ
る
。

足
が
ぴ
り
ぴ
り
い
た
む
。

ど
こ
か
机
の
下
で
、
お
友
達
の
上
靴
が
ぱ
た
ぱ
た
音
が
す
る
。

満
洲
に
行
つ
た
友
に
、
な
ん
だ
か
す
ま
な
い
や
う
な
気
が
す
る
。

作
品
の
全
文
。
寒
い
教
室
で
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
耐
え
か
ね
て
、
作
者
は
「
モ

ン
ペ
の
中
へ
手
を
入
れ
」
、
級
友
は
座
っ
た
椅
子
の
下
で
足
踏
み
で
寒
さ
を
し
の

い
で
い
る
が
、
極
寒
の
満
洲
に
行
っ
た
友
の
寒
さ
を
思
え
ば
、
こ
れ
位
の
寒
さ
に

耐
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
申
し
訳
な
い
、
と
の
気
持
ち
か
。
詩
題
は
、「
満
洲
の
夜
」

で
あ
る
が
、「
満
洲
の
友
」
の
誤
植
か
。

８
「
一
本
の
釘
」
（
東
京
市
荒
川
区
第
二
峡
田
校
五
年
男
子
、
二
月
十
一
日
）

道
ば
た
に
落
ち
て
ゐ
た
一
本
の
釘
、

一
本
の
釘
で
も
、
無
駄
に
は
出
来
な
い
。

鉄
砲
や
大
砲
の
弾
丸
と
な
つ
て

お
役
に
立
つ
の
だ
。

拾
つ
て
塀
ぎ
は
の
廃
品
箱
に
入
れ
た

そ
し
て
「
ど
う
か
お
役
に
立
つ
や
う
に
。」

心
で
ね
が
つ
た
。

以
上
は
、「
一
本
の
釘
」
の
全
文
で
あ
る
。

ど
こ
の
家
で
も
学
校
で
も
、

し
ん
ち
ゆ
う
の
も
の
、
銅
の
も
の
、

た
く
さ
ん
献
納
い
た
し
ま
す
。

釘
一
本
も
む
だ
に
せ
ず
、
み
ん
な
御
国
に
さ
さ
げ
ま
せ
う
。

前
年
（
昭
和
十
七
年
）
の
十
二
月
九
日
（
水
・
第
一
九
三
三
号
）
に
掲
載
さ
れ

た
詩
「
銅
鉄
の
回
収
」
の
一
節
で
あ
る

家
庭
に
あ
る
「
銅
鉄
」
を
回
収
し
て
、
戦
時
物
資
と
す
る
「
金
属
類
回
収
令
」

が
公
布
さ
れ
た
の
は
昭
和
十
六
年
八
月
三
十
日
。
こ
の
方
針
は
、
学
校
を
通
し
て
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児
童
に
、
「
常
会
」
を
通
じ
て
家
庭
に
伝
え
ら
れ
、
地
域
で
は
道
路
脇
に
「
廃
品

箱
」
が
設
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

10「
ご
は
ん
時
」
（
山
梨
県
穂
積
校
五
年
女
子
、
二
月
二
十
一
日
）

12「
梅
ぼ
し
」
（
山
梨
県
穂
積
校
五
年
女
子
、
三
月
十
四
日
）

両
作
品
は
、
同
じ
児
童
の
作
品
。
食
に
関
わ
る
内
容
で
、
そ
の
何
れ
に
も
「
兵

隊
さ
ん
」
が
登
場
す
る
。

10「
ご
は
ん
時
」

家
ぢ
ゆ
う
そ
ろ
ふ
ご
は
ん
時
、

み
ん
な
が
ゑ
が
ほ
で
代
用
食
を

手
に
手
に
持
つ
て
た
べ
て
ゐ
る
。

兵
隊
さ
ん
の
お
か
げ
な
の
だ
。

あ
あ
た
ふ
と
い
ご
は
ん
時

「
代
用
食
」
は
、
昭
和
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
、
東
京
を
は
じ
め
六
大
都
市
で

実
施
さ
れ
た
割
当
通
帳
制
に
よ
る
米
の
配
給
に
よ
る
も
の
で
、
前
年
（
昭
和
十
七

年
）
に
は
、
秋
田
県
の
児
童
に
よ
る
詩
作
品
「
代
用
食
」
（
能
代
市
向
能
代
校
高

一
女
子
、
三
月
十
三
日
・
第
一
七
〇
三
号
）
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
そ

の
影
響
が
都
市
に
限
ら
ず
地
方
に
ま
で
及
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
。

た
だ
、
前
年
の
「
代
用
食
」
で
は
、
父
が
、
代
用
食
が
「
国
の
経
済
に
も
な
る

し
米
の
節
約
に
も
な
る
」
の
で
、
「
こ
れ
か
ら
も
こ
う
し
て
た
べ
よ
う
、
と
お
つ

し
や
る
」
と
あ
り
、
代
用
食
が
日
常
で
は
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
「
ご
は

ん
時
」
で
は
、
代
用
食
が
食
べ
ら
れ
る
の
も
「
兵
隊
さ
ん
の
お
か
げ
な
の
だ
」
と

な
り
、
代
用
食
は
日
々
の
こ
と
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
。

12「
梅
ぼ
し
」

赤
い
き
れ
い
な
梅
干
し
よ
、

遠
い
遠
い
戦
地
の
兵
隊
さ
ん
の
所
ま
で
、

此
の
梅
ぼ
し
が
行
く
の
で
す
。

た
く
さ
ん
取
つ
て

た
く
さ
ん
つ
け
て
、

送
つ
て
あ
げ
ま
せ
う
。

作
品
の
全
文
。
「
戦
地
の
兵
隊
さ
ん
の
所
ま
で
、
此
の
梅
干
し
が
行
く
」
と
あ

る
が
、
慰
問
品
と
し
て
送
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
の
か
、
或
い
は
、
地
域
と
し
て

軍
隊
に
納
入
し
て
い
る
の
か
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。
ま
た
、
掲
載
時
期
か
ら
は
、

梅
干
し
の
寒
干
し
風
景
の
こ
と
か
、
或
い
は
咲
い
て
い
る
梅
の
花
を
見
て
の
事
か
、

こ
れ
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
何
れ
に
し
て
も
、
梅
干
し
が
児
童
と
戦
地
を
結
ん
で

い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

11「
東
條
さ
ん
」
（
東
京
市
荒
川
区
第
二
峡
田
校
五
年
男
子
、
二
月
二
十
八
日
）

15「
東
郷
さ
ん
」
（
群
馬
県
伊
勢
崎
市
北
校
四
年
男
子
、
三
月
二
十
八
日
）

11「
東
條
さ
ん
」
は
、
「
新
聞
に
大
き
く
出
さ
れ
た
お
顔
。
が
つ
ち
り
と
勇
ま

し
く
、
日
本
を
背
負
つ
て
ゐ
る
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
写
真

を
見
た
こ
と
が
作
品
を
作
る
動
機
と
い
う
こ
と
。
「
少
國
民
新
聞
」
で
は
、
こ
の

年
の
元
旦
（
第
一
九
五
二
号
）
第
一
面
に
「
内
閣
総
理
大
臣
兼
陸
軍
大
臣
東
條

英
機
」
の
「
年
の
初
め
の
言
葉
」
を
写
真
と
と
も
に
大
き
く
掲
載
し
て
い
た
。

15「
東
郷
さ
ん
」
は
、
「
教
室
に
は
ら
れ
た
、
東
郷
さ
ん
」
の
写
真
が
、
児
童

が
「
よ
い
こ
と
、 マ
マし
て
ゐ
る
と
わ
ら
つ
て
る
」、「
こ
そ
こ
そ
し
て
ゐ
る
と
、
お
こ

つ
て
る
」
と
い
う
も
の
。
教
室
に
は
、
東
郷
平
八
郎
元
帥
海
軍
大
将
の
写
真
が
児

童
を
見
下
ろ
す
よ
う
に
掲
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

14「
日
章
旗
」
（
東
京
市
荒
川
区
第
二
峡
田
校
五
年
男
子
、
三
月
二
十
一
日
）
は
、
朝

起
き
て
空
に
「
輝
か
し
い
日
章
旗
」
を
見
て
の
作
品
。「
あ
あ
勇
ま
し
い
日
章
旗
」

と
結
ぶ
箇
所
が
、
戦
時
下
ゆ
え
の
こ
と
。

16「
雨
降
り
」
（
東
京
市
荒
川
区
第
二
峡
田
校
五
年
女
子
、
三
月
三
十
一
日
）
は
、

「
ざ
あ
ざ
あ
雨
降
り
」
の
中
を
「
み
ん
な
元
気
」
で
歩
い
て
い
る
内
容
だ
が
、
そ

の
様
子
が
「
兵
隊
さ
ん
が
ゆ
く
や
う
に
、
元
気
で
み
ん
な
な
ら
ん
で
く
。
」
と
あ

る
。「
兵
隊
さ
ん
が
ゆ
く
や
う
に
」
の
比
喩
が
、
戦
時
下
と
い
う
こ
と
。

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
二
八
）
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第
一
四
半
期
の
「
詩
」
作
品
は
、
六
三
作
品
。
こ
の
内
、
作
品
内
容
に
「
戦
時

下
」
色
の
見
え
る
の
は
、
一
六
作
品
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
四
七
作
品
は
児
童
の

日
常
生
活
に
根
ざ
し
た
作
品
で
、
第
一
四
半
期
の
季
節
柄
の
作
品
に
は
、
次
の

よ
う
な
作
品
が
あ
っ
た
。

大
根
洗
つ
て
ゐ
る
母
の
手
、

真
赤
な
手
、

鳥
肌
の
手
、

冷
た
い
水
の
中
へ
ど
ぶ
り
と
入
れ
る
母
の
手
。

し
わ
が
よ
つ
て
ゐ
る
母
の
手
。

夕
暮
の
風
に
冷
た
さ
う
に
吹
か
れ
て
ゐ
る
。

秋
田
県
能
代
市
向
能
代
校
高
二
女
子
の
「
母
の
手
」
（
一
月
十
五
日
・
金
、
第

一
九
六
三
号
）
。
干
し
大
根
の
た
め
か
、
冷
た
い
水
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
本
も

洗
っ
て
い
る
た
め
、
母
の
手
は
真
赤
で
、
鳥
肌
が
立
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
夕
風

が
吹
き
つ
け
て
き
た
。
作
者
は
傍
ら
で
見
て
い
る
よ
う
だ
が
、
洗
い
上
げ
た
大
根

を
干
す
の
が
役
目
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

海
か
ら
真
直
に
吹
上
げ
て
来
る
風
に
、

下
級
生
が
頬
を
真
赤
に
し
て
ゐ
る
。

風
と
戦
つ
て
ゐ
る
の
だ
。

そ
つ
と
横
か
ら
防
い
で
や
つ
た
ら
、

ほ
つ
と
し
た
や
う
に
、
私
の
顔
を
見
上
げ
た
。

秋
田
県
能
代
市
向
能
代
校
高
二
女
子
の
「
風
」
（
二
月
二
十
四
日
・
水
、
第
一

九
九
七
号
）。「
母
の
手
」
と
同
じ
在
籍
校
学
年
だ
が
、
別
人
。
下
級
生
は
、
作
者

が
横
に
な
る
ま
で
気
が
付
か
ず
に
寒
風
と
「
戦
つ
て
ゐ
る
」。「
私
」
の
優
し
さ
が

ほ
っ
と
さ
せ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
秋
田
の
二
月
は
寒
い
と
い
う
こ
と
。

川
の
岸
、

所
々
に
芽
を
出
し
た
猫
柳
、

ふ
つ
く
ら
ふ
く
れ
て
、
あ
た
た
か
さ
う
に

雪
ぎ
え
を
ま
つ
て
ゐ
る
。

秋
田
県
西
馬
音
内
校
五
年
女
子
の
「
猫
柳
」
（
三
月
二
十
一
日
・
日
、
第
二
〇

一
九
号
）
。
前
二
作
と
同
様
、
秋
田
県
の
児
童
の
作
品
で
あ
る
が
、
秋
田
に
も
春

が
間
近
に
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
「
雪
ぎ
え
を
ま
つ
て
ゐ
る
」
の
は
、
猫
柳
と

そ
れ
を
見
て
い
る
作
者
だ
。

第
一
四
半
期
、
秋
田
の
児
童
は
、
季
節
の
変
化
の
中
に
日
々
を
送
っ
て
い
た
。

三
昭
和
十
八
年
第
二
四
半
期
に
お
け
る
「
詩
」

第
二
四
半
期
（
四
月
～
六
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
詩
」
は
七
四
作
品
。
こ
の
内
、

一
作
品
は
、
企
画
「
作
品
の
学
校
特
集
」
の
作
品
。
こ
の
作
品
を
含
め
て
、
内
容

に
「
戦
時
下
」
色
の
見
え
る
の
は
、
次
の
一
二
作
品
で
あ
り
、
掲
載
作
品
に
占
め

る
掲
載
率
は
約
一
六
・
二
％
と
な
る
。

17

「
た
ん
く
」
（
静
岡
県
元
吉
原
校
一
年
男
子
、
四
月
四
日
・
日
、
第
二
〇
三
一
号
）

18

「
小
川
」

（
秋
田
県
西
馬
音
内
校
五
年
女
子
、
同
右
）

19

「
銅
鉄
回
収
」

（
東
京
市
荒
川
区
第
二
峡
田
校
五
年
女
子
、
四
月
十
八
日
・
日
、
第
二
〇
四
三
号
）

20

「
押
し
花
」

（
山
梨
県
穂
積
校
六
年
女
子
、
五
月
二
日
・
日
、
第
二
〇
五
五
号
）

21
「
鯉
の
ぼ
り
」

（
神
奈
川
県
横
浜
市
一
本
松
校
三
年
女
子
、
五
月
五
日
・
水
、
第
二
〇
五
七
号
）

22

「
グ
ラ
イ
ダ
ー
」

（
東
京
市
墨
田
区
相
生
校
五
年
男
子
、
五
月
十
六
日
・
日
、
第
二
〇
六
七
号
）

23

「
床
屋
の
お
ぢ
さ
ん
」

（
神
奈
川
県
横
浜
市
神
橋
校
高
二
男
子
、
五
月
十
九
日
・
水
、
第
二
〇
六
九
号
）
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24

「
手
紙
」（
神
奈
川
県
深
沢
校
六
年
男
子
、
五
月
二
十
七
日
・
木
、
第
二
〇
七
六
号
）

25
「
海
を
讃
へ
る
」

（
東
京
市
麹
町
区
東
郷
校
六
年
女
子
、
六
月
四
日
・
金
、
第
二
〇
八
三
号
）

26

「
あ
あ
山
本
元
帥
」

（
東
京
市
荒
川
区
第
二
峡
田
校
六
年
男
子
、
六
月
六
日
・
日
、
第
二
〇
八
五
号
）

27

「
の
り
ま
き
」

（
東
京
市
赤
坂
区
氷
川
校
四
年
女
子
、
六
月
十
八
日
・
金
、
第
二
〇
九
五
号
）

28

「
か
ぼ
ち
や
」

（
山
形
県
山
寺
校
三
年
女
子
、
六
月
二
十
三
日
・
水
、
第
二
〇
九
九
号
）

17「
た
ん
く
」
（
静
岡
県
元
吉
原
校
一
年
男
子
、
四
月
四
日
）

が
う
が
う
と
、

も
の
す
ご
い
お
と
、

ぢ
め
ん
を
ゆ
す
つ
て
、

い
し
が
と
ば
さ
れ
る
、

ぼ
く
も
ゆ
れ
る
み
た
い
だ
。

児
童
の
前
を
戦
車
が
走
っ
て
い
る
光
景
。
校
庭
な
の
か
、
市
中
を
行
く
の
に
出

会
っ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
元
吉
原
国
民
学
校
か
ら
遠
く
な
い
静
岡
県
富
士
郡
上

井
出
村
に
は
、
少
年
戦
車
兵
学
校
が
あ
り
、
作
品
掲
載
の
前
年
（
昭
和
十
七
年
）

の
十
月
二
十
四
日
に
、
「
少
國
民
新
聞
」
の
主
催
に
よ
る
陸
軍
少
年
戦
車
兵
学
校

へ
の
「
一
日
入
営
」
が
実
施
さ
れ
、
百
五
十
名
の
児
童
が
体
験
し
た
こ
と
が
同
紙

十
月
二
十
七
日
（
火
・
第
一
八
九
六
号
）
一
面
に
写
真
と
共
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

18「
小
川
」
（
秋
田
県
西
馬
音
内
校
五
年
女
子
、
四
月
四
日
）

お
手
を
真
赤
に
、

お
母
さ
ん
が
お
せ
ん
た
く

つ
め
た
さ
う
。

そ
ば
の
小
み
ち
を
、

ま
き
運
び
の
列
が
い
く
。

第
一
四
半
期
に
は
、
作
者
の
在
籍
校
・
西
馬
音
内
校
の
児
童
に
よ
る
「
薪
運
び
」

を
内
容
と
す
る
作
品
が
三
作
品
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
作
者
の
児
童
は
そ
の
列
を

見
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
。

19「
銅
鉄
回
収
」
（
東
京
市
荒
川
区
第
二
峡
田
校
五
年
女
子
、
四
月
十
八
日
）

第
一
四
半
期
に
は
、
同
じ
在
籍
校
学
年
男
子
の
「
銅
鉄
回
収
」
を
内
容
と
す
る

「
一
本
の
釘
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。「
一
本
の
釘
」
で
は
、
道
路
に
落
ち
て
い
た

古
釘
を
廃
品
箱
に
入
れ
た
が
、
こ
の
作
品
で
は
、
「
組
長
さ
ん
が
、
銅
鉄
を
集
め

に
来
た
」
の
で
、
「
お
母
さ
ん
が
物
置
か
ら
古
い
ヤ
カ
ン
、
ド
ビ
ン
、
バ
ケ
ツ
な

ど
」
を
出
し
、
そ
の
ほ
か
に
、
「
私
の
小
さ
い
頃
の
、
オ
モ
チ
ャ
も
あ
つ
た
」
と

い
う
。
自
主
的
な
供
出
と
い
う
よ
り
、
「
組
長
」
に
よ
る
、
あ
る
種
強
制
的
な
回

収
で
あ
り
、
金
属
製
で
あ
れ
ば
古
び
た
玩
具
ま
で
も
、
根
こ
そ
ぎ
回
収
対
象
と
な
っ

た
と
い
う
こ
と
。

20「
押
し
花
」
（
山
梨
県
穂
積
校
六
年
女
子
、
五
月
二
日
）
は
、
春
に
な
っ
て
き
れ

い
な
花
が
咲
い
た
の
で
、
押
し
花
に
し
て
「
戦
地
の
兵
隊
さ
ん
へ
、
送
つ
て
あ
げ

ま
せ
う
。」
と
い
う
も
の
。
慰
問
文
と
共
に
送
る
と
い
う
こ
と
か
。

21「
鯉
の
ぼ
り
」
（
神
奈
川
県
横
浜
市
一
本
松
校
三
年
女
子
、
五
月
五
日
）
に
は
、

「
こ
ひ
の
ぼ
り
は
勇
ま
し
い
、
風
を
の
み
の
み
お
よ
い
で
る
、
米
英
に
ら
ん
で
お

よ
い
で
る
。
ば
う
や
よ
大
き
く
な
つ
た
な
ら
、
つ
よ
い
兵
た
い
さ
ん
に
な
り
な
さ

い
。
」
と
い
う
一
節
が
あ
る
。
端

午
の
節

句
に
鯉
の
ぼ
り
が

建
て
ら
れ
、
そ
れ
を

見
上
げ
て
の
こ
と
。
鯉
の
ぼ
り
ま
で
も
が
、
英
米
を
戦
う
相
手
と
「
に
ら
ん
で
」

い
る
の
で
あ
り
、
三
年
生
の
お
姉
さ
ん
は
「
ぼ
う
や
」
が
「
つ
よ
い
兵
た
い
さ
ん
」

と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
こ
の
頃
は
ま
だ
、
銃
後
で
は
、
鯉
の

ぼ
り
を
建
て
る
余
裕
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。

22「
グ

ラ
イ

ダ
ー
」
（
東
京
市

墨
田
区

相
生
校
五
年
男
子
、
五
月
十
六
日
）
は
、
「

燕

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
二
八
）
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の
や
う
に
速
く
飛
ぶ
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
作
る
ん
だ
」
と
い
う
も
の
で
、
こ
の
作
品
が

戦
時
下
で
あ
る
の
は
、
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
飛
行
大
会
が
「
次
代
の
大
空
を
め
ざ
す
皆

さ
ん
方
の
愛
機
比
べ
」
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
「
少
國
民
新
聞
」
は
、
昭
和
十

七
年
九
月
二
十
七
日
（
火
・
第
一
八
七
二
号
）
一
面
で
、
「
秋
空
に
愛
機
く
ら
べ

陸
鷲
が
会
場
上
空
で
戦
闘
飛
行
模
型
機
東
京
大
会
の
盛
況
」
の
記
事
を
写
真

と
共
に
掲
載
し
て
い
た
。
グ
ラ
イ
ダ
ー
作
り
は
、
単
な
る
遊
び
で
は
な
く
、
次
代

の
戦
闘
機
乗
り
養
成
の
一
面
と
し
て
大
人
達
に
認
識
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。23「
床
屋
の
お
ぢ
さ
ん
」
（
神
奈
川
県
横
浜
市
神
橋
校
高
二
男
子
、
五
月
十
九
日
）

床
屋
の
お
じ
さ
ん
は
「
歌
を
う
た
ひ
な
が
ら
、
鏡
の
前
に
立
つ
」
と
い
う
陽
気
な

人
物
で
「
顔
が
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
そ
つ
く
り
だ
」
と
い
う
。
三
国
同
盟
、
ム
ッ
ソ
リ
ー

ニ
が
児
童
に
周
知
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
。

24「
手
紙
」
（
神
奈
川
県
深
沢
校
六
年
男
子
、
五
月
二
十
七
日
）
は
、
「
中
華
民
国
の

切
手
が
行
儀
よ
く
は
つ
て
あ
る
」
兄
か
ら
の
手
紙
で
、
「
中
支
に
も
春
が
来
た
。

鎌
倉
山
の
桜
を
思
ひ
出
す
よ
」
と
あ
っ
た
。
手
紙
を
読
ん
だ
児
童
は
、
「
鎌
倉
山

の
桜
が
満
開
だ
。
一
花
取
つ
て
手
紙
に
入
れ
て
や
ら
う
」
と
い
う
。
兄
が
「
中
支
」

に
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
軍
隊
な
の
か
ど
う
は
不
明
。

25「
海
を
讃
へ
る
」
（
東
京
市
麹
町
区
東
郷
校
六
年
女
子
、
六
月
四
日
）

遠
い
青
い

見
飽
き
る
こ
と
の
な
い
海
、

ハ
ワ
イ
海
戦
、
マ
ラ
イ
沖
海
戦
等
で
、

敵
の
大
艦
隊
を
ひ
と
呑
み
に
し
て
し
ま
つ
た
。

作
品
の
一
節
で
あ
る
が
、
作
者
は
、
映
画
「
ハ
ワ
イ
・
マ
レ
ー
沖
海
戦
」
を
見

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
映
画
は
、
東
宝
映
画
が
製
作
し
、
詩
作
品
掲
載
の
前
年

（
昭
和
十
七
年
）
十
二
月
三
日
、
社
団
法
人
映
画
配
給
社
が
配
給
し
公
開
さ
れ
て

い
た
。

26「
あ
あ
山
本
元
帥
」
（
東
京
市
荒
川
区
第
二
峡
田
校
六
年
男
子
、
六
月
六
日
）

ラ
ヂ
オ
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
た
。

す
こ
し
ふ
る
へ
た
放
送
員
の
声
が
、

だ
ん
だ
ん
大
き
く
聞
え
て
く
る
。

僕
は
き
き
ち
が
ひ
で
は
な
い
か
と
思
つ
て

耳
を
澄
ま
し
た
。

作
品
の
前
半
部
。
こ
の
作
品
は
、
山
本
五
十
六
元
帥
の
国
葬
（
六
月
五
日
）
の

翌
日
、「
祈
り
な
が
ら
お
見
送
り
」
の
見
出
し
で
、「
綴
方
」
の
「
山
本
元
帥
の
国

葬
」
と
共
に
掲
載
さ
れ
た
。
作
品
は
、
元
帥
の
戦
死
の
放
送
を
聞
い
た
衝
撃
を
内

容
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
放
送
は
、
五
月
二
十
一
日
十
五
時
か
ら
の
大
本
営
発
表

の
こ
と
。
山
本
元
帥
は
、
四
月
十
八
日
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
上
空
で
ア
メ
リ
カ
陸

軍
航
空
隊
に
撃
墜
さ
れ
、
戦
死
し
て
い
た
。

27「
の
り
ま
き
」
（
東
京
市

赤
坂
区

氷
川
校
四
年
女
子
、
六
月
十
八
日
）
は
、

特
集

「
作
品
の
学
校
特
集
」
に
「
綴
方
」、「

短
歌
」
と
共
に
掲
載
さ
れ
た
詩
作
品
。

内
容
は
、「

玉
川
べ
り
の
み
ど
り
の
原
で
、
た
の
し
い
た
の
し
い
お
べ
ん
た
う
」

を
食
べ
て
い
る

所
に
、
「

練
習
機
が
、
ぶ
う
ん
と

勇
ま
し
い
う
な
り
で
、
飛
ん
で

来
ま
し
た
。」
と
い
う
も
の
。
皆
は
、「
お
べ
ん
た
う
の
偵
察
機
よ
」
と
空
を
見
上

げ
て
、
「

ば
ん
ざ
あ
い
」
と

言
っ
た
。
飛
ん
で
来
た
飛
行
機
が

偵
察
機
で
あ
っ
た

か
ど
う
か
で
は
な
く
、
偵
察
機
と
い
う
知
識
が
あ
る
事
が
戦
時
下
と
い
う
こ
と
。

28「
か
ぼ
ち
や
」
（
山
形
県
山
寺
校
三
年
女
子
、
六
月
二
十
三
日
）

先
生
と
一
し
よ
に
ま
い
た
、

甘
ぐ
り
か
ぼ
ち
や
、

元
気
よ
く
芽
を
出
し
た
。

水
を
か
け
た
ら
、

う
れ
し
さ
う
。

作
品
の

全
文
。
「

先
生
と
一
し
よ
に
ま
い
た
、

甘
ぐ
り
か

ぼ
ち
や
」
は
、

学
校

園
に
先
生
と
児
童
が
南
瓜
の
種
を
播
い
て
、
そ
の
成
長
を
よ
ろ
こ
ん
で
い
る
と
い
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う
も
の
。
「
少
國
民
新
聞
」
は
、
こ
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
直
前
の
六
月
十
九
日

（
土
・
第
二
〇
九
六
号
）
一
面
に
「
増
産
へ
調
布
第
一
校
の
総
進
軍
」
の
記
事
を
、

写
真
と
共
に
掲
載
し
、
荒
地
を
耕
し
て
「
立
派
な
田
を
作
り
」
、
お
米
の
増
産
に

励
ん
で
い
る
様
子
を
伝
え
て
い
た
。

昭
和
十
六
年
二
月
八
日
、
文
部
省
は
農
林
省
と
協
議
の
上
、
青
少
年
学
徒
食
糧

飼
料
等
増
産
運
動
実
施
に
関
す
る
通
牒
を
発
し
、
「
時
局
下
の
最
重
要
国
策
で
あ

る
食
糧
増
産
運
動
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
」（「
青
少
年
学
徒
の
食
糧
増
産
運

動
」、「
週
報
」
第
二
二
九
号
、
昭
和
十
六
年
二
月
二
十
六
日
号
）。

先
生
と
一
緒
に
南
瓜
の
種
を
播
く
の
は
、
国
民
学
校
で
の
食
糧
増
産
で
あ
り
、

文
部
省
の
意
向
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

第
二
四
半
期
の
「
詩
」
作
品
は
、
七
四
作
品
。
こ
の
内
、
作
品
内
容
に
「
戦
時

下
」
色
の
見
え
る
の
は
、
一
二
作
品
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
六
二
作
品
は
児
童
の

日
常
生
活
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
季
節
柄
の
作
品
に
は
、
次
の
よ
う
な
作

品
が
あ
っ
た
。

あ
た
た
か
い
こ
ま
か
い
雨
が

音
も
な
く
降
つ
て
る
。

ど
こ
か
遠
く
で
う
ぐ
ひ
す
が
鳴
く
。

つ
ま
づ
き
な
が
ら
、

け
き
よ
け
き
よ
と
、

春
の
来
た
の
を
告
げ
て
ゐ
る
。

福
島
県
平
第
一
校
五
年
女
子
に
よ
る
「
う
ぐ
ひ
す
」
（
四
月
四
日
・
日
、
第
二

〇
三
一
号
）
。
題
名
の
通
り
、
鶯
の
鳴
き
声
を
遠
く
耳
に
し
た
作
者
の
作
品
で
あ

る
が
、
鶯
は
ま
だ
鳴
き
な
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
「
つ
ま
づ
き
な
が
ら
、
け
き
よ

け
き
よ
と
」
鳴
く
と
の
表
現
は
見
事
。

せ
ん
ろ
の
土
手
の
、

雪
は
き
え
て
ゐ
る
。

土
手
の
草
は
ぽ
か
ぽ
か
と

ゆ
げ
を
だ
し
て
、

う
れ
し
さ
う
な
か
ほ
し
て
る
。

新
潟
県
高
田
市
東
本
町
校
二
年
女
子
に
よ
る
「
つ
く
し
」
（
五
月
七
日
・
金
、

第
二
〇
五
九
号
）
の
前
半
部
。
後
半
部
に
は
「
つ
く
し
が
、
小
さ
な
頭
を
だ
し
て

ゐ
る
」
と
あ
り
、
雪
国
の
高
田
に
も
春
が
や
っ
て
き
た
こ
と
を
実
感
し
て
の
詩
作
。

お
た
ま
じ
や
く
し
は
、

尾
を
ふ
り
ふ
り
お
よ
ぐ
。

と
き
ど
き
し
ん
だ
ま
ね
を
す
る
。

ゆ
び
で
つ
く
と
す
ぐ
に
げ
る
。

�城
県
日
立
市
駒
王
校
三
年
男
子
に
よ
る
「
お
た
ま
じ
や
く
し
」
（
六
月
二
十

五
日
・
金
、
第
二
一
〇
一
号
）
の
前
半
部
。
児
童
は
、
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
を
瓶
に

入
れ
て
眺
め
て
い
る
。
初
夏
か
ら
梅
雨
に
か
け
て
の
頃
の
こ
と
。

第
二
四
半
期
、
児
童
は
、
鶯
の
初
鳴
き
に
早
い
春
を
聞
き
、
土
手
に
た
つ
湯
気

に
、
頭
を
出
し
た
土
筆
に
春
の
到
来
を
実
感
し
、
初
夏
の
到
来
を
お
た
ま
じ
ゃ
く

し
に
見
て
い
た
。
児
童
は
、
第
一
四
半
期
同
様
、
季
節
の
中
に
日
々
を
送
っ
て
い

た
。

四
昭
和
十
八
年
第
三
四
半
期
に
お
け
る
「
詩
」

第
三
四
半
期
（
七
月
～
九
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
詩
」
は
四
三
作
品
。
こ
の
内
、

作
品
内
容
に
「
戦
時
下
」
色
の
見
え
る
の
は
、
次
の
一
二
作
品
で
あ
り
、
掲
載
作

品
に
占
め
る
掲
載
率
は
約
二
七
・
九
％
と
な
る
。
第
二
四
半
期
と
同
じ
く
一
二
作

品
だ
が
、
第
二
四
半
期
は
約
一
六
・
二
％
で
あ
り
、
第
三
四
半
期
は
そ
の
約
一
・

七
倍
と
な
る
が
、
第
三
四
半
期
の
詩
作
品
掲
載
数
が
第
二
四
半
期
よ
り
三
一
作
品

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
二
八
）
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減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
。

29

「
三
人
の
義
勇
軍
」

（

�城
県
日
立
市
駒
王
校
四
年
男
子
、
七
月
九
日
・
金
、
第
二
一
一
三
号
）

30

「
思
ひ
出
の
声
」

（
北
海
道
伊
達
校
高
一
男
子
、
七
月
十
六
日
・
金
、
第
二
一
一
九
号
）

31

「
海
」

（
北
海
道
伊
達
校
四
年
男
子
、
七
月
二
十
八
日
・
水
、
第
二
一
二
九
号
）

32

「
お
母
さ
ん
」（

�城
県
石
神
校
高
一
女
子
、
七
月
三
十
日
・
金
、
第
二
一
三
一
号
）

33

「
ひ
ま
」

（
岩
手
県
大

�校
六
年
男
子
、
八
月
六
日
・
金
、
第
二
一
三
七
号
）

34

「
く
ま
ば
ち
」（
山
形
県
山
寺
校
三
年
女
子
、
八
月
十
一
日
・
水
、
第
二
一
四
一
号
）

35

「
空
知
川
を
渡
る
」

（
北
海
道
落
合
校
六
年
男
子
、
八
月
二
十
九
日
・
日
、
第
二
一
五
七
号
）

36

「
軍
神
部
隊
」
（
東
京
都
明
化
校
六
年
男
子
、
九
月
一
日
・
水
、
第
二
一
五
九
号
）

37

「
ひ
ま
」

（
東
京
都
荒
川
区
第
二
峡
田
校
六
年
男
子
、
九
月
八
日
・
水
、
第
二
一
六
五
号
）

38

「
も
も
」

（
山
梨
県
穂
積
校
六
年
女
子
、
同
右
）

39

「
武
久
」

（
山
梨
県
穂
積
校
六
年
女
子
、
九
月
十
五
日
・
水
、
第
二
一
七
一
号
）

40

「
大
空
」

（
東
京
都
荒
川
区
第
二
峡
田
校
六
年
女
子
、
九
月
二
十
九
日
・
水
、
第
二
一
八
三
号
）

29「
三
人
の
義
勇
軍
」
（

�城
県
日
立
市
駒
王
校
四
年
男
子
、
七
月
九
日
）

義
勇
軍
の
三
人
が
、

い
さ
ま
し
く
、

駒
王
校
か
ら
で
て
い
つ
た
。

三
人
は
、
あ
の
広
い
満
洲
へ
い
つ
て

荒
地
を
耕
す
の
だ
。

義
勇
軍
は
、
か
ら
だ
が
よ
わ
く
て
は
だ
め
だ
。

心
も
し
つ
か
り
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

三
人
は
か
ら
だ
も
心
も
り
つ
ぱ
だ
。

三
人
の
お
父
さ
ん
は
、

に
こ
に
こ
し
な
が
ら
、

お
く
つ
て
い
つ
た
。

作
品
の
全
文
。
「
義
勇
軍
」
は
、
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
の
こ
と
。
数
え
年

十
六
歳
か
ら
十
九
歳
の
青
少
年
が
満
洲
国
に
開
拓
民
と
し
て
送
り
出
さ
れ
た
。
作

者
の
先
輩
に
あ
た
る
三
人
が
義
勇
軍
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
。

�城
県
内
原
に
は

満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
訓
練
所
が
あ
り
、
こ
の
訓
練
所
で
三
カ
月
の
訓
練
を
受

け
た
の
ち
渡
満
し
て
い
っ
た
。

30「
思
ひ
出
の
声
」
（
北
海
道
伊
達
校
高
一
男
子
、
七
月
十
六
日
）

31「
海
」
（
北
海
道
伊
達
校
四
年
男
子
、
七
月
二
十
八
日
）

同
じ
在
籍
校
だ
が
、
学
年
は
違
う
。
前
者
の
「
篠
原
の
兄
さ
ん
」
の
生
死
は
不

明
だ
が
、
後
者
で
は
兄
の
海
軍
軍
人
は
戦
死
し
て
い
た
。

30「
思
ひ
出
の
声
」

篠
原
の
兄
さ
ん
が
、

入
営
し
た
時
の
う
れ
し
い
声
か
な
し
い
声
。

駅
前
で
、
僕
に
い
つ
た
あ
の
言
葉

「
し
つ
か
り
勉
強
す
る
ん
だ
ぞ
。」

う
れ
し
い
声
。

「
あ
と
を
た
の
む
。」

か
な
し
い
声
は
、

で
も
い
つ
の
間
に
か
消
え
去
つ
て
行
つ
た
。

作
品
の
全
文
。
作
者
と
「
篠
原
の
兄
さ
ん
」
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
見
知

ら
ぬ
出
征
兵
士
と
見
送
り
の
児
童
と
い
う
こ
と
で
は
な
さ
そ
う
だ
。
「
あ
と
を
た

の
む
。」
と
い
っ
た
「
か
な
し
い
声
」
は
、
い
つ
の
間
に
か
消
え
去
り
、「
し
つ
か

り
勉
強
す
る
ん
だ
ぞ
。」
と
励
ま
し
て
く
れ
た
。「
う
れ
し
い
声
」
が
思
い
出
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
入
営
見
送
り
時
の
「
篠
原
の
兄
さ
ん
」
を
思

い
だ
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
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31「
海
」
は
、
戦
死
し
た
海
軍
軍
人
の
「
兄
さ
ん
に
ま
け
な
い
り
つ
ぱ
な
軍
人

に
な
る
」
と
父
に
決
意
を
伝
え
る
と
、
父
は
「
早
く
大
き
く
な
れ
よ
」
と
笑
っ
て

言
っ
た
と
い
う
も
の
。

32「
お
母
さ
ん
」
（

�城
県
石
神
校
高
一
女
子
、
七
月
三
十
日
）

鬼
を
も
ひ
し
ぐ
勇
士
も
、

戦
場
で
た
ふ
れ
た
時
、

「
お
母
さ
ん
」
と
呼
ぶ
と
言
ふ
。

誰
か
ら
も
し
た
は
れ
る
お
母
さ
ん

一
日
も
呼
ば
ず
に
は
を
ら
れ
な
い

あ
あ
お
母
さ
ん

作
品
の
後
半
部
。
戦
場
で
の
死
に
際
し
て
、
や
は
り
「
お
母
さ
ん
」
と
呼
ぶ
と

い
う
箇
所
が
戦
時
下
と
い
う
こ
と
。

33「
ひ
ま
」
（
岩
手
県
大

�校
六
年
男
子
、
八
月
六
日
）

37「
ひ
ま
」
（
東
京
都
荒
川
区
第
二
峡
田
校
六
年
男
子
、
九
月
八
日
）

40「
大
空
」
（
東
京
都
荒
川
区
第
二
峡
田
校
六
年
女
子
、
九
月
二
十
九
日
）

33「
ひ
ま
」

こ
の
間
ま
い
た
ひ
ま
の
種
、

す
ぐ
芽
を
出
し
て
、

ず
ん
ず
ん
の
び
た
、

一
尺
位
に
な
つ
た
。

作
品
の
前
半
部
。
「
ひ
ま
」
は
、
植
物
の
ヒ
マ
の
こ
と
。
成
長
の
早
さ
が
見
え

る
よ
う
だ
。

37「
ひ
ま
」

土
色
と
白
色
の
ま
だ
ら
な
種
を
ま
い
て

育
て
た
こ
の
ひ
ま
。

も
う
五
十
糎
程
に
な
つ
て
ゐ
る
。

一
生
懸
命
に
育
て
た
か
ひ
が
あ
る
。

ま
る
く
て
と
げ
を
つ
け
た
実
、

御
国
の
為
と
思
ふ
と
、

一
そ
う
こ
の
ひ
ま
が
、

か
は
い
く
な
つ
て
来
る
。

作
品
の
全
文
。
「
御
国
の
為
」
に
、
ヒ
マ
の
種
を
播
い
て
育
て
て
い
る
と
い
う

こ
と
。40「
大
空
」
は
、
滑
空
機
が
大
空
高
く
飛
び
さ
っ
て
、
「
ひ
ま
が
の
び
の
び
と

大
き
く
ゆ
れ
て
ゐ
る
。
」
と
い
う
内
容
。
こ
の
「
ひ
ま
」
も
同
じ
「
ヒ
マ
」
の
こ

と
。

荒
鷲
の
た
め
に

蓖
麻
を
栽
培
し
よ
う

太
平
洋
に
、
大
陸
に
、

あ
の
目
覚
ま
し
い

戦
果
を
あ
げ
て
ゐ
る
荒
鷲
も

蓖
麻
油
が
な
け
れ
ば
飛
べ
ま
せ
ん

血
の
一
滴
！
「
ヒ
マ
シ
油
」

そ
れ
は
我
等
の
手
で
も

作
れ
ま
す
空
地
に
出

来
る
だ
け
多
く
の
蓖
麻

を
蒔
い
て
下
さ
い

勝
ち
抜
く
た
め
に
！

大
政
翼
賛
会

帝
國
農
會

帝
國
在
郷
軍
人

「
荒
鷲
の
た
め
に
蓖
麻
を
栽
培
し
よ
う
」
の
ポ
ス
タ
ー
。
ヒ
マ
を
育
て
て
、
蓖

麻
子
油
（
ヒ
マ
シ
油
）
を
抽
出
し
、
潤
滑
油
な
ど
、
産
業
資
材
と
す
る
た
め
に
栽

培
を
奨
励
し
た
。

33、

37、

40は
、
岩
手
県
と
東
京
都
だ
が
、
栽
培
は
、
全
国
的

に
奨
励
さ
れ
た
。

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
二
八
）
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34「
く
ま
ば
ち
」
（
山
形
県
山
寺
校
三
年
女
子
、
八
月
十
一
日
）

ブ
ン
ブ
ン
く
ま
ば
ち
お
そ
ろ
し
い

ば
く
音
思
わ
す
は
ね
の
音
。

え
も
の
み
つ
け
て
、

急
降
下
。

こ
は
い
顔
し
て
と
ん
で
ゐ
る
。

作
品
の
全
文
。「
く
ま
ば
ち
」
の
様
子
を
内
容
と
す
る
も
の
で
、
飛
ぶ
羽
音
が
、

戦
闘
機
の
「
ば
く
音
」
を
思
わ
せ
る
と
い
う
も
の
で
、
「
え
も
の
み
つ
け
て
、
急

降
下
」
の
表
現
に
も
戦
闘
機
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。

35「
空
知
川
を
渡
る
」
（
北
海
道
落
合
校
六
年
男
子
、
八
月
二
十
九
日
）
は
、
「
始
め

て
渡
る
空
知
川
」
だ
け
れ
ど
も
、「
我
は
海
国
男
児
」
だ
か
ら
、「
だ
ん
じ
て
横
切

る
ぞ
」
と
、
心
に
誓
っ
て
飛
込
ん
だ
と
い
う
内
容
。
「
我
は
海
国
男
児
」
と
い
う

心
構
え
が
戦
時
下
と
い
う
こ
と
。

36「
軍
神
部
隊
」
（
東
京
都
明
化
校
六
年
男
子
、
九
月
一
日
）

北
の
戦
、
北
の
戦
、

あ
あ
七
時
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、

一
億
国
民
の
胸
に
、

大
き
な
感
激
を
あ
た
へ
た
。

こ
の
感
激
、

こ
の
悲
奮
。

北
極
の
一
孤
島
。

山
崎
部
隊
二
千
の
勇
士
は
、

勇
敢
無
比
、

最
後
の
総
攻
撃
を
決
行
し
た
。

そ
し
て
全
員
が
、

玉
砕
し
た
の
だ
。

空
に
見
え
る
北
極
星
は
、

二
千
の
闘
魂
が

乗
り
移
つ
た
や
う
に

北
方
に
輝
い
て
ゐ
る

あ
あ
、

ア
ッ
ツ
の
勇
士
。

作
品
の
全
文
。
紙
面
最
上
部
に
波
線
で
囲
っ
て
掲
載
さ
れ
た
。
ア
ッ
ツ
島
守
隊

の
全
滅
が
大
本
営
か
ら
発
表
さ
れ
た
の
は
、
五
月
三
十
日
午
後
五
時
。
「
少
國
民

新
聞
」
は
、
六
月
一
日
（
火
・
二
〇
八
〇
号
）
第
一
面
全
紙
で
報
道
さ
れ
た
。
陸

軍
省
は
、
八
月
二
十
八
日
、
ア
ッ
ツ
島
で
玉
砕
（
五
月
二
十
九
日
）
し
た
山
崎
保

代
大
佐
以
下
二
千
五
百
余
の
全
将
兵
の
氏
名
と
進
級
を
発
表
。
「
少
國
民
新
聞
」

で
は
、
八
月
三
十
一
日
（
火
・
第
二
一
五
八
号
）
第
一
面
で
「
一
億
が
仰
ぐ
軍
神

部
隊
」
を
掲
載
し
、
「
軍
神
山
崎
部
隊
」
の
尊
い
精
神
を
自
分
の
精
神
と
し
て
、

「
最
後
の
勝
利
ま
で
戦
ひ
抜
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
し
た
。
詩
「
軍
神
部

隊
」
も
こ
の
流
れ
の
中
で
掲
載
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

38「
も
も
」
（
山
梨
県
穂
積
校
六
年
女
子
、
九
月
八
日
）
は
、
貰
い
物
の
「
も
も
」

（
桃
）
を
、「
せ
ん
ち
の
兵
隊
さ
ん
に
お
く
つ
て
あ
げ
た
い
な
」
と
い
う
も
の
。

39「
武
久
」
（
山
梨
県
穂
積
校
六
年
女
子
、
九
月
十
五
日
）
は
、
二
歳
の
弟
「
武
久
」

が
「
り
つ
ぱ
な
日
本
の
子
供
と
な
つ
て
、
お
国
の
お
役
に
た
つ
よ
う
に
、
早
く
大

き
く
な
れ
」
と
願
う
内
容
。

第
三
四
半
期
の
「
詩
」
作
品
は
、
四
三
作
品
。
こ
の
内
、
作
品
内
容
に
「
戦
時

下
」
色
の
見
え
る
の
は
、
一
二
作
品
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
三
一
作
品
は
児
童
の

身
辺
に
題
材
を
採
っ
た
作
品
で
あ
り
、
季
節
柄
の
作
品
に
は
、
次
の
よ
う
な
作
品

が
あ
っ
た
。

青
い
葉
と
葉
の
間
か
ら

真
赤
な
い
ち
ご
が
、
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顔
出
し
て
、

何
や
ら
こ
そ
こ
そ
話
し
て
た
。

風
の
吹
く
た
び
う
な
づ
い
て
、

ゆ
ら
ゆ
ら
ゆ
れ
て
話
し
て
た
。

東
京
都
武
蔵
野
町
第
三
校
四
年
男
子
の
「
い
ち
ご
」
（
七
月
二
十
一
日
・
水
、

第
二
一
二
三
号
）
の
全
文
。
露
地
栽
培
の
イ
チ
ゴ
は
夏
が
旬
。
作
者
に
は
、
風
に

揺
ら
れ
る
イ
チ
ゴ
が
話
を
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
と
い
う
こ
と
。

姉
さ
ん
と
、

二
人
で
ま
い
た
向
日
葵
は
、

お
庭
に
芽
が
出
て
元
気
に
育
つ
。

今
日
も
ま
た
ぐ
ん
ぐ
ん
の
び
ろ
と
水
を
や
る
。

向
日
葵
が
大
き
く
な
る
頃
、

や
が
て
私
の
背
も
、

大
き
く
な
る
だ
ろ
う
。

千
葉
県
銚
子
市
高
神
校
六
年
女
子
の
「
向
日
葵
」
（
八
月
六
日
・
金
、
第
二
一

三
七
号
）
の
全
文
。
向
日
葵
栽
培
は
、
戦
時
下
に
あ
っ
て
も
夏
の
定
番
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
。
向
日
葵
が
大
き
く
な
る
頃
に
は
背
の
丈
が
伸
び
て
い
る
こ
と
は
無

理
と
は
思
う
が
。

コ
ホ
ロ
ギ
コ
ロ
コ
ロ

ヨ
ル
ニ
ナ
ク
。

ア
チ
ラ
デ
モ
、

コ
チ
ラ
デ
モ
、

コ
ロ
コ
ロ
ト
ナ
ク
。

新
潟
県
新
潟
市
山
ノ
下
校
一
年
男
子
の
「
コ
ホ
ロ
ギ
」
（
九
月
十
九
日
・
日
、

第
二
一
七
五
号
）
の
前
半
部
。
一
年
生
の
作
者
は
「
コ
ホ
ロ
ギ
ノ

オ
ウ
チ
ハ

ニ
ギ
ヤ
カ
ダ
」
と
、
コ
オ
ロ
ギ
の
季
節
を
耳
で
捉
え
て
見
せ
た
い
う
こ
と
。

第
三
四
半
期
、
こ
の
季
節
、
真
赤
な
イ
チ
ゴ
に
頷
き
、
向
日
葵
を
仰
ぎ
、
に
ぎ

や
か
な
コ
オ
ロ
ギ
に
秋
を
描
い
た
。
児
童
は
、
季
節
の
中
で
楽
し
ん
で
い
た
と
い

う
こ
と
だ
。

五
昭
和
十
八
年
第
四
四
半
期
に
お
け
る
「
詩
」

第
四
四
半
期
（
十
月
～
十
二
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
詩
」
は
五
〇
作
品
。
こ
の

内
、
作
品
内
容
に
「
戦
時
下
」
色
の
見
え
る
の
は
、
次
の
二
五
作
品
で
あ
り
、
掲

載
作
品
に
占
め
る
掲
載
率
は
五
〇
・
〇
％
と
な
る
。

41

「
菓
子
」

（
秋
田
県
山
田
校
六
年
女
子
、
十
月
八
日
・
金
、
第
二
一
九
一
号
）

42

「
比
島
の
独
立
を
祝
ふ
」

（
東
京
都
佃
島
校
五
年
男
子
、
十
月
十
五
日
・
金
、
第
二
一
九
七
号
）

43

「
フ
イ
リ
ピ
ン
の
独
立
を
祝
ふ
」

（
東
京
都
竹
町
校
三
年
男
子
、
十
月
十
七
日
・
日
、
第
二
一
九
九
号
）

44

「
父
の
出
征
」

（
東
京
都
荒
川
区
第
二
峡
田
校
六
女
子
、
十
月
二
十
四
日
・
日
、
第
二
二
〇
五
号
）

45

「
兄
の
写
真
」

（

�城
県
若
松
東
校
六
年
男
子
、
十
月
二
十
七
日
・
水
、
第
二
二
〇
七
号
）

46

「
道
」

（
山
梨
県
穂
積
校
六
年
男
子
、
同
右
）

47
「
少
年
義
勇
軍
」

（
秋
田
県
大
曲
校
六
年
男
子
、
同
右
）

48
「
ヒ
カ
ウ
キ
」

（

�城
県
若
松
東
校
一
年
男
子
、
十
月
二
十
九
日
・
金
、
第
二
二
〇
九
号
）

49

「
教
室
」

（

�城
県
若
松
東
校
高
二
男
子
、
同
右
）

50

「
お
墓
の
さ
う
ぢ
」

（
静
岡
県
沼
津
第
二
校
二
年
女
子
、
十
一
月
五
日
・
金
、
第
二
二
一
五
号
）

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
二
八
）
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51

「
稲
刈
り
」
（

�城
県
若
松
東
校
高
二
男
子
、
十
一
月
十
日
・
水
、
第
二
二
一
九
号
）

52

「
古
賀
司
令
官
」

（
東
京
都
誠
之
校
六
年
女
子
、
十
一
月
十
二
日
・
金
、
第
二
二
二
一
号
）

53

「
あ
あ
納
富
大
尉
」

（
東
京
都
小
日
向
台
町
校
五
年
男
子
、
同
右
）

54

「
英
霊
」

（
東
京
都
荒
川
区
第
二
峡
田
校
六
女
子
、
十
一
月
十
七
日
・
水
、
第
二
二
二
五
号
）

55

「
防
空
演
習
」

（
静
岡
県
沼
津
第
二
校
二
年
男
子
、
同
右
）

56

「
母
の
笑
顔
」

（
東
京
市
荒
川
区
第
二
峡
田
校
六
年
男
子
、
十
一
月
二
十
六
日
・
金
、
第
二
二
三
三
号
）

57

「
帰
つ
て
来
た
兵
隊
さ
ん
」

（
同
右
六
年
男
子
、
十
二
月
一
日
・
水
、
第
二
二
三
七
号
）

58

「
お
父
さ
ん
の
出
征
」

（
秋
田
県
草
木
校
三
年
女
子
、
十
二
月
三
日
・
金
、
第
二
二
三
九
号
）

59

「
十
二
月
八
日
」

（
東
京
市
荒
川
区
第
二
峡
田
校
六
年
男
子
、
十
二
月
八
日
・
水
、
第
二
二
四
三
号
）

60

「
日
の
丸
」

（
東
京
都
小
日
向
台
町
校
二
年
男
子
、
同
右
）

61

「
国
旗
」
（
山
梨
県
穂
積
校
六
年
女
子
、
十
二
月
十
二
日
・
日
、
第
二
二
四
七
号
）

62

「
飛
行
機
」

（
静
岡
県
清
水
市
清
水
校
二
年
男
子
、
十
二
月
十
五
日
・
水
、
第
二
二
四
九
号
）

63

「
英
霊
」

（
静
岡
県
稲
取
校
四
年
女
子
、
同
右
）

64

「
十
二
月
二
十
日
」

（
東
京
都
南
桜
校
三
年
男
子
、
十
二
月
二
十
二
日
・
水
、
第
二
二
五
五
号
）

65

「
夕
ご
は
ん
」

（
福
島
県
永
田
校
六
年
男
子
、
十
二
月
二
十
六
日
・
日
、
第
二
二
五
九
号
）

41「
菓
子
」
（
秋
田
県
山
田
校
六
年
女
子
、
十
月
八
日
）

菓
子
の
切
符
に
は
、

「
皇
軍
ニ
感
謝
シ
テ
、
召
シ
上
ツ
テ
下
サ
イ
。」

と
書
い
て
あ
る
。

菓
子
を
買
ひ
に
行
く
た
び
思
ふ
。

心
か
ら
感
謝
し
て
、

み
ん
な
で
い
た
だ
か
う
と
。

作
品
の
全
文
。
「
切
符
」
は
、
配
給
切
符
の
こ
と
で
、
菓
子
を
買
う
に
は
、
配

給
切
符
が
必
要
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
。
国
家
総
動
員
法
第
八
条
に
基
づ
い

て
、
昭
和
十
六
年
四
月
一
日
に
公
布
施
行
さ
れ
た
「
生
活
必
需
物
資
統
制
令
」
に

よ
っ
て
、
生
活
必
需
物
資
の
生
産
と
配
給
に
関
し
て
、
切
符
制
に
よ
る
配
給
統
制

が
実
施
さ
れ
て
い
た
。

42「
比
島
の
独
立
を
祝
ふ
」
（
東
京
都
佃
島
校
五
年
男
子
、
十
月
十
五
日
）

43「
フ
イ
リ
ピ
ン
の
独
立
を
祝
ふ
」
（
東
京
都
竹
町
校
三
年
男
子
、
十
月
十
七
日
）

両
作
品
と
も
、
題
名
に
あ
る
よ
う
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
独
立
を
祝
う
も
の
。

「
少
國
民
新
聞
」
は
、

42の
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
前
日
（
十
月
十
四
日
・
木
、
第

二
一
九
六
号
）
に
「
遂
に
そ
の
日
は
来
た
比
島
け
ふ
独
立
を
宣
言
」
を
掲
載
し

た
。

42は
、
「
長
い
間
ア
メ
リ
カ
に
虐
げ
ら
れ
て
ゐ
た
君
ら
の
国
は
、
大
日
本
の
援

け
と
協
力
に
よ
っ
て
、
大
東
亜
共
栄
圏
に
輝
く
」
国
に
な
っ
た
と
い
う
作
品
。

43は
、「
大
日
本
を
兄
さ
ん
と
し
て
、
ぼ
く
ら
の
友
の
国
が
独
立
し
た
。（
略
）

共
に
手
を
取
つ
て
、
米
英
を
げ
き
め
つ
し
よ
う
。」
と
い
う
内
容
。

五
年
生
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
同
級
生
に
、
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
を
、
三
年
生
が

「
米
英
を
げ
き
め
つ
し
よ
う
」
と
作
品
化
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

44「
父
の
出
征
」
（
東
京
都
荒
川
区
第
二
峡
田
校
六
女
子
、
十
月
二
十
四
日
）

58「
お
父
さ
ん
の
出
征
」
（
秋
田
県
草
木
校
三
年
女
子
、
十
二
月
三
日
）

共
に
、
父
の
出
征
の
見
送
り
が
内
容
。

44「
父
の
出
征
」
は
、
出
征
す
る
父
を
駅
ま
で
送
る
内
容
。
「
父
の
た
め
に
、

日
の
丸
に
大
き
く
名
前
を
書
い
た
。
」
と
あ
り
、
日
の
丸
へ
の
寄
書
を
し
た
と
い

う
こ
と
。

58「
お
父
さ
ん
の
出
征
」
に
は
、「
大
館
ま
で
見
送
り
ま
し
た
。」
と
あ
る
。
秋
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田
で
も
、
東
京
で
も
、
児
童
た
ち
の
父
親
は
出
征
し
て
行
き
、
児
童
た
ち
は
、
そ

の
都
度
、
見
送
り
の
列
に
い
た
と
い
う
こ
と
。

45「
兄
の
写
真
」
（

�城
県
若
松
東
校
六
年
男
子
、
十
月
二
十
七
日
）
に
は
「
飛
行

服
を
着
た
姿
」
の
兄
の
写
真
が
、「
僕
に
も
来
い
と
言
つ
て
る
や
う
だ
」
と
あ
る
。

飛
行
兵
の
兄
へ
の
憧
れ
と
い
う
こ
と
か
。

46「
道
」
（
山
梨
県
穂
積
校
六
年
男
子
、
十
月
二
十
七
日
）

道
は
僕
達
の
歩
く
所
、

大
切
に
し
て
あ
る
か
う

道
が
こ
は
れ
た
ら
、

僕
達
の
手
で
り
つ
ぱ
に
す
る
の
だ
。

作
品
の
全
文
。
児
童
に
よ
る
道
路
修
理
の
勤
労
奉
仕
と
い
う
こ
と
。

「
少
國
民
新
聞
」
は
、
昭
和
十
八
年
八
月
二
十
一
日
（
土
・
第
二
一
〇
五
号
）

二
面
に
、「
道
普
請
に
奉
仕
」
の
見
出
し
で
、
次
の
よ
う
な
記
事
を
載
せ
て
い
た
。

道
路
を
愛
し
ま
せ
う
。
と
、
暑
い
日
中
を
福
島
県
の
平
市
、
岩
城
郡
の
お
友

達
は
、
中
等
学
校
、
青
年
学
校
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
と
力
を
合
は
せ
て
、

道
路
の
修
理
に
奉
仕
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
九
万
五
千
百
五
十
米
の
道
路
が
、

と
て
も
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

「
岩
城
郡
の
お
友
達
」
の
学
年
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
少
國
民
新
聞
」
を

読
ん
で
い
る
「
お
友
達
」
で
あ
り
、
文
脈
か
ら
は
、
国
民
学
校
の
高
学
年
か
高
等

科
と
推
測
さ
れ
よ
う
か
。

47「
少
年
義
勇
軍
」
（
秋
田
県
大
曲
校
六
年
男
子
、
十
月
二
十
七
日
）

と
ほ
く
の
歌
の
声
、

走
つ
て
行
け
ば
、

少
年
義
勇
軍
。

今
開
拓
の
か
へ
り
み
ち

力
強
い
足
並
み
の
音
、

夜
も
七
時
頃
、

歌
つ
て
か
へ
る
、

元
気
の
よ
い
義
勇
軍

秋
田
県
大
曲
校
に
通
学
す
る
児
童
が
、
自
宅
で
元
気
な
歌
声
を
聞
い
て
飛
び
出

し
て
み
る
と
「
少
年
義
勇
軍
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。
こ
の
「
少
年
義
勇
軍
」

は
、
日
没
ま
で
開
拓
を
し
て
の
帰
り
道
で
、
い
つ
も
見
る
光
景
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
か
。48「
ヒ
カ
ウ
キ
」
（

�城
県
若
松
東
校
一
年
男
子
、
十
月
二
十
九
日
）
は
、
飛
ん
で

来
た
飛
行
機
を
見
上
げ
た
と
こ
ろ
「
ヘ
イ
タ
イ
サ
ン
」
が
乗
っ
て
い
る
の
が
見
え

た
と
い
う
こ
と
。
低
空
で
の
旋
回
で
あ
っ
た
か
。

49「
教
室
」
（

�城
県
若
松
東
校
高
二
男
子
、
十
月
二
十
九
日
）
は
、
毎
日
強
し
て

い
る
教
室
に
「
九
軍
神
の
写
真
」
が
飾
っ
て
あ
る
と
い
う
内
容
。
「
九
軍
神
」
の

発
表
は
、
昭
和
十
七
年
三
月
六
日
。
前
年
（
昭
和
十
六
年
）
十
二
月
八
日
の
真
珠

湾
奇
襲
攻
撃
に
特
殊
潜
航
艇
で
参
加
し
戦
死
し
た
九
人
の
特
別
攻
撃
隊
員
。

50「
お
墓
の
さ
う
ぢ
」
（
静
岡
県
沼
津
第
二
校
二
年
女
子
、
十
一
月
五
日
）

51「
稲
刈
り
」
（

�城
県
若
松
東
校
高
二
男
子
、
十
一
月
十
日
）

50「
お
墓
の
さ
う
ぢ
」
は
、
「
は
つ
と
り
中
尉
の
お
は
か
を
、
お
さ
う
ぢ
」
し

た
と
こ
ろ
、
知
ら
な
い
人
に
「
え
ら
い
ね
」
を
誉
め
ら
れ
た
と
い
う
内
容
。
二
年

生
児
童
の
奉
仕
と
い
う
こ
と
。

51「
稲
刈
り
」
は
、
「
勤
労
奉
仕
の
生

徒
」
が
、
稲
刈
り
を
し
て
い
る
内
容
。

稲
刈
り
の
田
圃
で
は
「
ば
つ
た
の
群
」
が
飛
び
交
い
、
稲
刈
り
は
そ
の
バ
ッ
タ
を

追
い
か
け
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
手
を
休
め
た
作
者
の
目
に
映
っ
た
光
景
だ
。

52「
古
賀
司
令
官
」
（
東
京
都
誠
之
校
六
年
女
子
、
十
一
月
十
二
日
）

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
二
八
）
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さ
ん
た
り
真
珠
湾
以
来
の
大
戦
果
、

こ
の
か
げ
に
は
、
山
本
元
帥
の
後
を
引
き
つ
い
で
、

古
賀
峯
一
大
将
が
居
ら
れ
る
の
だ
。

今
朝
の
新
聞
に
、

は
じ
め
て
連
合
艦
隊
司
令
長
官
と
し
て
の
、

お
写
真
が
の
つ
て
い
た
。

作
品
の
一
節
。「
今
朝
の
新
聞
」
は
、「
少
國
民
新
聞
」
の
昭
和
十
八
年
十
一
月

十
一
日
（
木
・
第
二
二
二
〇
号
）。
一
面
に
、「
第
二
次
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
沖
航
空

戦
大
戦
果
追
加
発
表
」
を
見
出
し
で
、
十
日
十
五
時
大
本
営
発
表
の
戦
果
を
掲
載

し
、
併
せ
て
「
古
賀
艦
隊
司
令
長
官
」
の
三
段
見
出
し
で
写
真
も
掲
載
し
た
。

「
追
加
発
表
」
と
は
、
十
一
月
六
日
（
土
・
第
二
二
一
六
号
）
一
面
に
掲
載
さ
れ

た
、
大
本
営
五
日
十
五
時
発
表
分
「
わ
が
海
軍
輝
く
大
戦
果
艦
船
五
十
八
（
以

上
）
を

�る
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
沖
海
戦
」
と
、
十
日
（
水
・
第
二
二
一
九
号
）

に
「
真
珠
湾
以
来
の
大
戦
果
第
二
次
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
沖
航
空
戦
」
の
見
出
し

で
掲
載
さ
れ
た
大
本
営
九
日
十
六
時
発
表
分
の
追
加
報
告
と
い
う
こ
と
。
こ
の
報

告
は
、
十
月
三
十
一
日
夜
か
ら
十
一
月
八
日
に
か
け
て
の
海
戦
で
の
こ
と
。

53「
あ
あ
納
富
大
尉
」
（
東
京
都
小
日
向
台
町
校
五
年
男
子
、
十
一
月
十
二
日
）

見
え
る
は
敵
の
輸
送
船

今
ぞ
こ
こ
を
と
体
当
り

納
富
大
尉
の
指
揮
の
も
と
、

続
く
護
衛
の
艦
隊
に

巨
弾
の
雨
を
ふ
ら
せ
た
り
。

作
品
の
一
節
。
題
名
の
納
富
大
尉
は
、
空
母
瑞
鶴
の
飛
行
隊
長
。
納
富
健
次
郎

大
尉
は
、
十
一
月
八
日
の
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
沖
航
空
戦
で
戦
死
。
「
真
珠
湾
以
来

の
大
戦
果
」
の
一
翼
を
担
っ
た
と
い
う
こ
と
。

54「
英
霊
」
（
東
京
都
荒
川
区
第
二
峡
田
校
六
女
子
、
十
一
月
十
七
日
）

57「
帰
つ
て
来
た
兵
隊
さ
ん
」
（
東
京
市
荒
川
区
第
二
峡
田
校
六
年
男
子
、
十
二
月

一
日
）

63「
英
霊
」
（
静
岡
県
稲
取
校
四
年
女
子
、
十
二
月
十
五
日
）

54「
英
霊
」

ラ
ッ
パ
の
音
だ
、

ラ
ッ
パ
の
音
も
さ
び
し
い
音
だ
。

白
く
つ
づ
ん
だ
白
い
箱
、

暮
れ
て
い
く
あ
た
り
は
静
か
に
、

自
転
車
の
人
も
降
り
て

あ
た
ま
を
下
げ
る
。

目
の
中
が
熱
く
な
つ
て
く
る
。

作
品
の
全
文
。
戦
死
し
た
兵
士
の
遺
骨
迎
え
が
内
容
。
作
者
の
児
童
が
迎
え
の

列
に
い
た
と
い
う
こ
と
。

57「
帰
つ
て
来
た
兵
隊
さ
ん
」

長
く
の
び
た
ほ
お
ひ
げ

黒
い
顔
、
光
る
目
。

銃
を
し
つ
か
り
握
つ
て

「
只
今
帰
り
ま
し
た
。」

力
強
く
一
言
い
つ
た
き
り
、

あ
と
は
口
を
む
す
ん
だ
ま
ま
歩
き
出
す
。

作
品
の
全
文
。

54「
英
霊
」、

56「
母
の
笑
顔
」
と
在
籍
校
学
年
は
同
じ
だ
が
、

別
の
作
者
。
帰
還
兵
の
出
迎
え
が
内
容
で
あ
ろ
う
が
、
兵
士
に
は
笑
顔
は
浮
か
ば

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。

63「
英
霊
」

暗
く
な
つ
た
空
に
は
星
が
光
り
だ
し
た
。

「
気
を
つ
け
。」
の
号
令
が
か
か
つ
た
。

ら
つ
ぱ
の
悲
し
い
音
が
心
の
底
ま
で
響
い
た
。

あ
り
が
た
い
気
持
で
い
つ
ぱ
い
に
な
つ
て

涙
が
出
た
。

す
ぐ
前
を
お
通
り
に
な
つ
た
英
霊
に
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私
達
は

最
敬
礼
を
し
た
。

作
品
の
全
文
。
遺
骨
迎
え
に
整
列
し
た
児
童
た
ち
の
前
を
「
英
霊
」
が
進
ん
で

い
く
。

54「
英
霊
」
に
も
、
弔
意
の
ラ
ッ
パ
が
聞
え
て
来
た
。
整
列
の
外
に
い
る

人
々
に
知
ら
せ
る
ラ
ッ
パ
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
児
童
は
、
東
京
で
、
静
岡
で
、

「
英
霊
」
を
迎
え
、
帰
還
兵
を
迎
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
。

55「
防
空
演
習
」
（
静
岡
県
沼
津
第
二
校
二
年
男
子
、
十
一
月
十
七
日
）

ま
だ
朝
の
四
時
ご
ろ
。

そ
こ
ら
中
が
く
ら
い
の
で
、

演
習
の
ば
く
だ
ん
が
お
ち
る
と
、

そ
こ
だ
け
が

ひ
る
ま
の
や
う
に
あ
か
る
か
つ
た
。

作
品
の
後
半
。
児
童
の
家
で
は
、
「
み
せ
の
す
み
に
た
た
み
を
つ
ん
で
、
ば
う

く
う
が
う
を
作
つ
た
」
。
沼
津
の
商
店
街
が
自
宅
と
い
う
こ
と
か
。
早
朝
に
演
習

が
あ
り
、
演
習
で
模
擬
弾
が
落
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
。
演
習
の
様
子
が
窺
わ
れ
る

作
品
で
あ
り
、
二
年
生
の
作
者
も
朝
四
時
ご
ろ
の
演
習
に
加
わ
っ
て
い
た
と
い
う

こ
と
。56「
母
の
笑
顔
」
（
東
京
市
荒
川
区
第
二
峡
田
校
六
年
男
子
、
十
一
月
二
十
六
日
）
は
、

「
大
き
く
な
つ
た
ら
、
立
派
な
飛
行
兵
に
な
つ
て
、
こ
の
母
に
恩
を
返
す
の
だ
。」

と
い
う
内
容
。
寝
て
い
る
時
も
、
優
し
い
母
の
笑
顔
と
声
が
聞
え
て
来
る
と
い
う
。

母
へ
の
恩
返
し
が
、「
立
派
な
飛
行
兵
」
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
戦
時
下
。

59「
十
二
月
八
日
」
（
東
京
市
荒
川
区
第
二
峡
田
校
六
年
男
子
、
十
二
月
八
日
）

60「
日
の
丸
」
（
東
京
都
小
日
向
台
町
校
二
年
男
子
、
十
二
月
八
日
）

両
作
品
と
も
「
三
度
感
激
の
日
を
迎
へ
て
」
の
総
見
出
し
の
ペ
ー
ジ
に
、
綴
方
、

短
歌
、
俳
句
、
書
方
と
共
に
掲
載
さ
れ
た
。
「
お
ご
れ
る
米
英
に
、
断
乎
鉄

�を

下
し
た
十
二
月
八
日
は
、
今
廻
つ
て
参
り
ま
し
た
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
真
珠
湾

奇
襲
攻
撃
の
十
二
月
八
日
、「
今
日
は
三
度
目
の
そ
の
八
日
」（

59）
に
際
し
て
の

作
品
。61「
国
旗
」
（
山
梨
県
穂
積
校
六
年
女
子
、
十
二
月
十
二
日
）
は
、
「
朝
会
に
あ
が
る

国
旗
、
い
さ
ま
し
い
、
ず
ん
ず
ん
あ
が
る
。」
と
、
国
旗
掲
揚
が
内
容
。

62「
飛
行
機
」
（
静
岡
県
清
水
市
清
水
校
二
年
男
子
、
十
二
月
十
五
日
）

赤
い
飛
行
機
が
と
ん
で
来
た
。

れ
ん
し
ふ
機
だ
、

ぼ
く
は
思
は
ず
声
を
は
り
あ
げ
て
、

「
ば
ん
ざ
い
。」

と
さ
け
ん
だ
。

作
品
の
前
半
部
。
近
づ
い
て
来
た
爆
音
の
方
向
を
向
く
と
、
赤
い
練
習
機
が
飛

ん
で
き
て
、
見
え
な
く
な
る
ま
で
「
見
送
つ
て
ゐ
た
」
と
い
う
内
容
。
作
者
の
児

童
に
と
っ
て
は
見
な
れ
た
練
習
機
と
い
う
こ
と
か
。

64「
十
二
月
二
十
日
」
（
東
京
都
南
桜
校
三
年
男
子
、
十
二
月
二
十
二
日
）

あ
あ
二
十
日
の
報
だ
う

タ
ワ
ラ
、
マ
キ
ン
両
島
の

柴
崎
部
隊
ぎ
よ
く
砕
と
き
い
て

ぼ
く
た
ち
泣
き
ま
し
た
。

ま
も
り
ぬ
か
う
と
あ
の
島
を

あ
あ
守
び
隊
の
そ
の
姿

思
ひ
出
す
だ
に
か
な
し
さ
が
、

ぼ
く
た
ち
の
胸
に
よ
せ
ま
し
た
。

あ
あ
十
二
月
二
十
日

い
つ
も
心
に
固
く
も
ち

あ
と
へ
つ
づ
く
ぼ
く
た
ち
は

し
つ
か
り
勉
強
い
た
し
ま
せ
う
。

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
二
八
）
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作
品
の
全
文
。
「
玉
砕
部
隊
の
霊
に
誓
ふ
」
の
見
出
し
で
、
綴
方
、
俳
句
、
書

方
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
た
「
十
二
月
二
十
日
」
は
、
「
タ
ワ
ラ
、
マ
キ
ン
両
島
の

柴
崎
部
隊
ぎ
よ
く
砕
」
が
報
じ
ら
れ
た
日
。
ア
メ
リ
カ
軍
は
、
十
一
月
二
十
一
日

早
朝
に
マ
キ
ン
、
タ
ワ
ラ
両
島
へ
の
上
陸
作
戦
を
開
始
し
、
四
日
間
の
激
戦
の
後
、

両
島
を
制
圧
し
、
守
備
隊
は
全
滅
し
た
と
い
う
。

大
本
営
が
、
こ
の
玉
砕
を
発
表
し
た
の
は
、
十
二
月
二
十
日
午
後
三
時
。
「
少

國
民
新
聞
」
は
、
翌
日
の
十
二
月
二
十
一
日
（
火
・
第
二
二
五
四
号
）
第
一
面
で
、

「
マ
キ
ン
、
タ
ラ
ワ
の
皇
軍
玉
砕

五
万
の
大
軍
を
迎
へ

十
一
月
二
十
五
日
最

後
の
突
撃
」
を
掲
載
し
た
。

65「
夕
ご
は
ん
」
（
福
島
県
永
田
校
六
年
男
子
、
十
二
月
二
十
六
日
）

夕
ご
は
ん
、

み
ん
な
手
に
も
つ
た
代
用
食
。

か
う
し
て
た
べ
て
ゐ
ら
れ
る
の
は
、

み
な
兵
隊
さ
ん
の
お
か
げ
な
の
だ
。

作
品
の
前
半
部
。
第
一
四
半
期
の
作
品
「
ご
は
ん
時
」
（
二
月
二
十
一
日
）
で

も
、
代
用
食
が
食
べ
ら
る
の
は
「
兵
隊
さ
ん
の
お
か
げ
な
の
だ
」
と
あ
っ
た
。

「
代
用
食
」
で
も
、「
兵
隊
さ
ん
の
お
か
げ
」
な
の
が
、
戦
時
下
と
い
う
こ
と
。

第
四
四
半
期
の
「
詩
」
作
品
は
、
五
〇
作
品
。
こ
の
内
、
作
品
内
容
に
「
戦
時

下
」
色
の
見
え
る
の
は
、
二
五
作
品
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
二
五
作
品
は
児
童
の

身
辺
を
題
材
と
し
た
作
品
で
あ
っ
た
。

第
四
四
半
期
の
季
節
柄
の
作
品
に
は
、
次
の
よ
う
な
作
品
が
あ
っ
た
。

季
節
風
が
か
は
る
、

空
は
青
い
セ
ル
ロ
イ
ド

光
る
は
、
野
の
す
す
き
。

黒
土
の
大
根
の
列
、

傾
い
た
陽
光
を
さ
へ
ぎ
つ
て

消
え
て
ゆ
く
鳥
影
、

匂
ふ
風
。

東
京
都
武
蔵
野
第
三
校
六
年
男
子
の
「
秋
」
（
十
月
三
日
・
日
、
第
二
一
八
七

号
）
。
風
の
変
わ
り
を
膚
に
感
じ
、
空
の
青
を
、
す
す
き
の
白
い
光
り
を
、
繁
っ

た
大
根
の
み
ど
り
を
視
野
に
捉
え
、
夕
方
、
塒
に
帰
る
鳥
を
目
で
追
っ
た
。
武
蔵

野
の
「
秋
」
の
中
に
児
童
は
い
た
と
い
う
こ
と
。

川
の
す
ん
だ
水
の
中
に
、

泥
の
い
も
を
入
れ
る
。

じ
や
ぶ
ん
じ
や
ぶ
ん
洗
ふ
と
、

さ
つ
ま
い
も
は

赤
つ
ぽ
い
色
に
な
つ
た
。

山
梨
県
穂
積
校
六
年
男
子
の
「
さ
つ
ま
洗
ひ
」
（
十
一
月
五
日
・
金
、
第
二
二

一
五
号
）
。
さ
つ
ま
芋
を
掘
り
上
げ
、
泥
落
し
の
水
洗
い
の
様
子
が
内
容
。
作
者

自
身
が
川
に
入
っ
て
の
「
さ
つ
ま
洗
ひ
」
だ
。
秋
も
深
ま
り
、
山
に
は
紅
葉
が
始

ま
っ
た
頃
の
農
作
業
で
、
六
年
生
は
頼
も
し
い
働
き
手
と
い
う
こ
と
。

ざ
つ
く
ざ
つ
く
と
稲
を
刈
つ
た
。

小
さ
な
虫
が
た
く
さ
ん

一
度
に
ま
ひ
出
し
た
。

腰
を
の
ば
し
て
後
に
お
き
、

ま
た
刈
つ
て
そ
の
上
に

な
な
め
に
お
い
た
。

稲
を
刈
る
音
が
ま
つ
さ
を
な
空
の

ど
こ
ま
で
も
ひ
び
い
て
い
つ
た
、

ざ
つ
く
ざ
つ
く
と
。
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静
岡
県
稲
取
校
四
年
女
子
の
「
稲
刈
り
」
（
十
二
月
十
七
日
・
金
、
第
二
二
五

一
号
）
。
四
年
生
も
立
派
な
刈
り
手
と
い
う
こ
と
。
刈
り
取
っ
た
稲
を
、
刈
っ
た

稲
の
「
そ
の
上
に
な
な
め
に
お
い
た
。
」
と
い
う
。
稻
刈
り
が
身
に
つ
い
て
い
る

と
い
う
こ
と
か
。

第
四
四
半
期
、
作
者
の
児
童
は
、
季
節
の
、
風
を
、
色
を
受
け
止
め
、
農
作
業

の
担
い
手
の
一
員
で
あ
っ
た
が
、
作
品
の
内
容
と
掲
載
時
期
と
に
は
、
若
干
の
疑

義
を
抱
く
と
こ
ろ
だ
。

「
稲
刈
り
」
の
掲
載
は
十
二
月
の
中
旬
で
あ
り
、
稲
刈
り
作
業
と
投
稿
時
期
、

或
い
は
掲
載
時
期
に
は
、
時
間
的
な
間
隔
が
あ
っ
た
で
は
な
か
ろ
う
か
。
品
種
に

も
よ
る
が
、
稲
刈
り
が
十
二
月
中
旬
に
か
か
る
事
は
考
え
に
く
い
。

同
様
に
、
十
二
月
十
日
（
金
・
第
二
二
四
五
号
）
掲
載
の
「
月
の
夜
」
（
福
島

県
永
田
校
六
年
男
子
）
で
は
、
「
ど
こ
か
で
夜
業
に
、
稲
を
こ
い
て
ゐ
る
」
と
あ

る
。
稲
こ
き
は
、
刈
り
取
っ
た
稲
の
脱
穀
で
あ
り
、
刈
り
取
っ
た
後
、
乾
燥
さ
せ

て
か
ら
の
作
業
で
は
あ
る
が
、
何
時
刈
り
取
っ
た
稲
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
十
二
月
十
二
日
（
日
・
第
二
二
四
七
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
朝
」
（
岩

手
県
北
股
校
高
一
男
子
）
に
は
、
太
陽
が
ま
だ
山
か
ら
出
な
い
う
ち
に
、
「
ど
こ

か
の
家
で
も
う
稲
こ
き
を
初
め
た
」
と
あ
る
。「
夜
業
」
に
、
朝
飯
前
の
仕
事
に
、

「
稲
こ
き
」
で
あ
る
。
作
者
の
児
童
も
「
夜
業
」
を
、
朝
仕
事
を
、
そ
れ
ぞ
れ
を

耳
に
、
眼
に
し
て
の
作
品
で
あ
る
が
、
作
品
内
容
と
掲
載
時
期
と
の
間
に
は
、
季

節
的
な
時
間
的
間
隔
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
体
感
と
作
品
化
と
の
時
間
的
関
係

も
不
明
で
あ
り
、
作
品
の
投
稿
時
期
も
不
明
で
あ
る
が
、
児
童
が
投
稿
し
て
か
ら

掲
載
ま
で
に
は
、
紙
面
の
都
合
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。
或
い
は
、
十
二
月
掲

載
作
品
に
、
冬
の
季
節
的
な
作
品
が
な
く
、
秋
に
到
着
し
て
い
た
作
品
を
掲
載
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
事
態
に
は
、
第
四
四
半
期
の
身
辺
事
象
を
内
容
と
す
る
作
品
の
掲
載

事
情
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

身
辺
事
象
を
内
容
と
す
る
作
品
の
掲
載
は
、
第
一
四
半
期
が
四
七
作
品
、
第
二

四
半
期
が
六
二
作
品
、
第
三
四
半
期
が
三
一
作
品
で
あ
り
、
第
四
四
半
期
は
二
五

作
品
で
あ
っ
た
。

根
拠
の
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
掲
載
数
が
多
く
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
投

稿
数
も
多
く
な
か
っ
た
（
投
稿
で
き
る
作
品
が
と
も
言
え
よ
う
が
）
と
い
う
こ
と

が
考
え
ら
れ
、
到
着
し
て
い
た
作
品
か
ら
掲
載
作
品
を
選
ん
だ
結
果
、
作
品
内
容

と
掲
載
時
期
と
の
間
に
、
季
節
的
な
間
隔
が
う
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
推
測
す

る
の
は
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

六
昭
和
十
八
年
「
詩
」
作
品
の
概
括

昭
和
十
八
年
に
掲
載
さ
れ
た
「
詩
」
二
三
〇
作
品
の
う
ち
、
作
品
内
容
に
「
戦

時
下
」
色
の
見
え
る
の
は
六
五
作
品
（
約
二
八
・
三
％
）。

内
訳
は
、
第
一
四
半
期
で
は
六
三
作
品
中
一
六
（
約
二
五
・
四
％
）。

第
二
四
半
期
で
は
七
四
作
品
中
一
二
（
約
一
六
・
二
％
）。

第
三
四
半
期
で
は
四
三
作
品
中
一
二
（
約
二
七
・
九
％
）。

第
四
四
半
期
で
は
五
〇
作
品
中
二
五
（
五
〇
・
〇
％
）。

「
少
國
民
新
聞
」
の
前
身
で
あ
る
「
東
日
小
学
生
新
聞
」
の
発
行
さ
れ
た
昭
和

十
二
年
か
ら
十
八
年
に
お
け
る
「
詩
」
作
品
の
内
容
に
「
戦
時
下
」
色
を
内
容
と

す
る
作
品
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

昭
和
十
二
年
は
、
二
六
二
作
品
中
一
〇
（
約
三
・
八
％
）。

昭
和
十
三
年
は
、
三
六
三
作
品
中
三
一
（
約
八
・
五
％
）。

昭
和
十
四
年
は
、
三
四
一
作
品
中
三
七
（
約
一
〇
・
九
％
）。

昭
和
十
五
年
は
、
三
四
八
作
品
中
三
九
（
約
一
一
・
二
％
）。

昭
和
十
六
年
は
、
三
四
八
作
品
中
三
一
（
約
八
・
九
％
）。

昭
和
十
七
年
は
、
二
九
六
作
品
中
五
五
（
約
一
八
・
六
％
）。

唱
和
十
八
年
は
、
二
三
〇
作
品
中
六
五
（
約
二
八
・
三
％
）。

十
八
年
の
「
詩
」
は
、
掲
載
数
が
前
年
十
七
年
よ
り
六
六
作
品
減
少
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、「
戦
時
下
」
を
内
容
と
す
る
作
品
の
掲
載
数
は
一
〇
作
品
増
加
し
、

掲
載
率
も
ほ
ぼ
一
〇
％
の
上
昇
と
な
っ
た
。
ま
た
、
掲
載
数
も
、
十
二
年
以
降
最

少
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
時
下
を
内
容
と
す
る
作
品
の
掲
載
率
は
十
二
年

以
後
、
最
大
と
な
っ
た
。

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
二
八
）
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六
五
作
品
を
内
容
か
ら
グ
ル
ー
プ
化
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

・
兵
器
が
作
品
に
書
き
込
ま
れ
て
い
た
も
の
（
九
作
品
）。

飛
行
機
や
落
下
傘
、
戦
車
を
目
に
し
た
り
、
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
作
る
作
品
。
飛

ん
で
い
る
く
ま
蜂
の
羽
音
が
「
ば
く
音
」
を
思
わ
せ
る
と
い
う
作
品
も
こ
こ

に
入
れ
た
。

・
軍
人
が
作
品
に
登
場
し
て
い
た
も
の
（
七
作
品
）。

山
本
元
帥
、
古
賀
連
合
艦
隊
司
令
長
官
、
納
富
大
尉
、
東
郷
平
八
郎
、
東
條

英
機
、
九
軍
神
の
他
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
に
似
て
い
る
床
屋
の
叔
父
さ
ん
。

・
肉
親
や
知
人
が
、
出
征
或
い
は
出
征
中
と
い
う
も
の
（
六
作
品
）。

父
が
出
征
し
、
兄
が
出
征
中
。

・
英
霊
・
帰
還
兵
の
出
迎
え
と
玉
砕
（
五
作
品
）
。
玉
砕
は
、
山
崎
部
隊
と
柴

崎
部
隊
の
こ
と
。

・
兵
隊
さ
ん
が
登
場
す
る
も
の
（
五
作
品
）。

押
し
花
や
も
も
を
兵
隊
さ
ん
に
送
り
た
い
や
兵
隊
さ
ん
の
様
に
元
気
よ
く
な

ど
。

・
薪
運
び
（
四
作
品
）。
何
れ
も
が
秋
田
県
西
馬
音
内
校
五
年
女
子
の
作
品
。

・
勤
労
奉
仕
（
四
作
品
）。
雪
か
き
、
道
路
修
理
、
墓
掃
除
、
稲
刈
り
。

・
食
品
（
四
作
品
）。
代
用
食
、
配
給
切
符
、
戦
地
に
行
く
梅
干
し
。

・
食
糧
増
産
（
三
作
品
）。
開
墾
、
学
校
園
で
の
か
ぼ
ち
ゃ
栽
培
。

・
ヒ
マ
の
栽
培
（
三
作
品
）
。
お
国
の
為
に
ヒ
マ
を
育
て
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
が
、
一
作
品
は
、
ヒ
マ
の
上
を
滑
空
機
が
飛
ん
で
行
く
と
い
う
内
容
。
飛

行
機
の
数
に
も
算
入
。

・
覚
悟
や
決
意
と
い
う
気
持
ち
（
三
作
品
）。

・
二
作
品
に
共
通
す
る
内
容
。
お
母
さ
ん
（
戦
場
で
死
に
際
に
お
母
さ
ん
と
呼

ぶ
も
の
と
大
き
く
育
て
て
く
れ
た
お
母
さ
ん
に
報
い
た
い
と
い
う
も
の
）
、

学
校
（
先
生
、
木
剣
体
操
）
、
勇
ま
し
い
日
の
丸
、
銅
鉄
回
収
、
三
度
目
の

十
二
月
八
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
独
立
。

・
以
上
の
他
、
一
作
品
が
防
空
演
習
。

第
一
四
半
期
に
は
、
出
征
見
送
り
、
英
霊
迎
え
は
な
く
、
第
二
四
半
期
に
山
本

五
十
六
元
帥
の
戦
死
、
第
三
四
半
期
に
山
崎
部
隊
の
玉
砕
が
あ
っ
た
が
、
第
四
四

半
期
で
は
、
出
征
に
、
帰
還
に
、
英
霊
の
迎
え
に
と
、
兵
士
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー

ジ
に
立
ち
会
う
作
品
内
容
と
な
っ
た
。

第
四
四
半
期
に
は
、
戦
時
下
を
内
容
と
す
る
作
品
が
、
そ
れ
ま
で
以
上
に
掲
載

さ
れ
、
こ
の
年
で
最
も
高
い
掲
載
率
と
な
っ
た
の
は
、
そ
れ
ま
で
の
戦
況
に
よ
る

「
英
霊
」
の
帰
還
に

加
え
、
第
二
次

ブ
ー

ゲ
ン

ビ
ル

島
沖

航
空
戦
（
十
一
月
）
、

「
タ
ワ
ラ
、
マ
キ
ン
両
島
の
柴
崎
部
隊
ぎ
よ
く
砕
」（
十
二
月
）
が
国
民
に
、
児
童

た
ち
に
、
知
ら
さ
れ
る
な
ど
、
戦
況
の
悪
化
が
背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

（
二
〇
一
九
・
一
二
・
二
）
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